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新たな宇宙開発時代の幕開け新たな宇宙開発時代の幕開け

ア
ル
テ
ミ
ス
計
画
へ
の
参
画

米
国
提
案
の
国
際
宇
宙
探
査
計
画

「
ア
ル
テ
ミ
ス
計
画
」へ
の
参
画

1
9
6
9
年
、
ア
ポ
ロ
11
号
が
月
面
着
陸
に
成
功
し
、

人
類
が
新
た
な
活
動
領
域
の
開
発
へ
向
け
た
偉
大
な
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
約
50
年
経た

っ
た
今
、
多
く
の
国
で

月
や
火
星
の
探
査
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
計
画
さ
れ
る
中
、
米
国
は

再
度
人
類
を
月
へ
送
る
構
想
を
表
明
し
ま
し
た
。
米
国
は
、

各
国
と
協
力
し
、
月
の
周
り
を
回
る
有
人
宇
宙
ス
テ
ー

シ
ョ
ン「
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
」
を
建
設
す
る
と
と
も
に
、
月
で
の

持
続
的
な
活
動
に
必
要
な
技
術
を
獲
得
し
、
そ
れ
ら
を
足

掛
か
り
に
、
2
0
3
0
年
代
に
火
星
に
人
類
を
送
る
こ
と

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
こ
の
壮
大
な
構
想
は
、
ギ
リ
シ
ャ
神

話
の
ア
ポ
ロ
ー
ン
の
双
子
の
女
神
の
名
前
か
ら
、「
ア
ル
テ
ミ

ス
計
画
」
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

ア
ル
テ
ミ
ス
計
画
へ
の
参
画
は
、
外
交
・
安
全
保
障
、
国

際
競
争
力
・
国
際
的
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
向
上
、
非
宇
宙
分
野
も

含
む
多
様
な
産
業
の
拡
大
、
火
星
な
ど
更
な
る
深
宇
宙
探

査
の
推
進
等
の
観
点
か
ら
意
義
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
我

が
国
で
は
、
令
和
元
年
10
月
に
同
計
画
へ
の
参
画
を
政
府

決
定
し
ま
し
た
。
政
府
が
宇
宙
開
発
利
用
に
関
す
る
施

策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図
る
た
め
に
策
定
し

て
い
る
宇
宙
基
本
計
画
に
お
い
て
も
、
令
和
2
年
6
月
の

改
訂
に
よ
り
、
ア
ル
テ
ミ
ス
計
画
参
画
の
機
会
を
活
用
し
、

日
本
人
宇
宙
飛
行
士
の
活
躍
の
機
会
を
確
保
す
る
等
、
宇

宙
先
進
国
と
し
て
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
十
分
に
発
揮
し
つ
つ
、

政
府
を
挙
げ
て
、
我
が
国
に
と
っ
て
意
義
あ
る
取
組
を
戦

略
的
・
効
率
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。

ア
ル
テ
ミ
ス
計
画
へ
の
参
画
に
当
た
っ
て
は
、
ゲ
ー
ト

ウ
ェ
イ
へ
の
バ
ッ
テ
リ
ー
等
の
機
器
提
供
、
物
資
補
給
、
月

面
の
着
陸
地
点
の
選
定
等
に
資
す
る
各
種
デ
ー
タ
の
取
得
・

共
有
、
月
探
査
を
支
え
る
移
動
手
段
と
な
る
与
圧
ロ
ー
バ

の
開
発
と
い
っ
た
我
が
国
に
と
っ
て
優
位
性
や
波
及
効
果
の

高
い
技
術
の
獲
得
・
蓄
積
を
目
指
し
つ
つ
、
貢
献
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

日
本
人
飛
行
士
の
活
躍
へ
向
け
て

共
同
宣
言
へ
署
名

令
和
2
年
7
月
に
は
、
萩
生
田
文
部
科
学
大
臣
と
ブ

ラ
イ
デ
ン
ス
タ
イ
ン
N
A
S
A
長
官
が
「
月
探
査
協
力
に

関
す
る
文
部
科
学
省
と
米
国
航
空
宇
宙
局
の
共
同
宣
言

（
J
E
D
I
）」
に
署
名
し
ま
し
た
。
本
共
同
宣
言
に
お
い

て
は
、
ア
ル
テ
ミ
ス
計
画
に
対
す
る
我
が
国
の
協
力
内
容
を

研究開発局宇宙開発利用課研究開発局宇宙開発利用課

米国提案の国際宇宙探査計画「アルテミス計画」を契機として、世界の宇宙開発は今後大きく展開してい米国提案の国際宇宙探査計画「アルテミス計画」を契機として、世界の宇宙開発は今後大きく展開してい
くことが予想されています。月面探査活動や、日本人宇宙飛行士の活躍の機会確保に向けた取組、民間活力くことが予想されています。月面探査活動や、日本人宇宙飛行士の活躍の機会確保に向けた取組、民間活力
の活用等今後の日本の取組のほか、国際宇宙ステーションにおける協力やはやぶさ２によるサンプルリターンの活用等今後の日本の取組のほか、国際宇宙ステーションにおける協力やはやぶさ２によるサンプルリターン
など、これまで世界の宇宙開発をリードしてきた日本の技術・経験について御紹介します。など、これまで世界の宇宙開発をリードしてきた日本の技術・経験について御紹介します。

特 集

アルテミス計画イメージ（提供：JAXA）
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具
体
化
す
る
と
と
も
に
、
日
本
人
宇
宙
飛
行
士
を
ゲ
ー
ト

ウ
ェ
イ
や
月
に
送
り
出
す
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
詳
細
を
今

後
更
に
協
議
す
る
こ
と
に
つ
い
て
合
意
し
ま
し
た
。
本
共

同
宣
言
に
よ
り
、
日
本
人
が
史
上
初
め
て
月
に
降
り
立
つ

こ
と
に
向
け
て
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

安
全
で
持
続
的
な
宇
宙
探
査
活
動
の
た
め
に

令
和
2
年
10
月
に
は
、
ア
ル
テ
ミ
ス
計
画
を
含
む
幅
広

い
宇
宙
活
動
に
お
け
る
科
学
的
デ
ー
タ
の
適
切
な
公
表
や

宇
宙
ゴ
ミ
の
排
出
抑
制
等
の
諸
原
則
に
つ
い
て
、
各
国
と

の
共
通
認
識
を
示
す
政
治
的
宣
言
で
あ
る
「
ア
ル
テ
ミ
ス

合
意
」
に
萩
生
田
文
部
科
学
大
臣
と
井
上
宇
宙
政
策
担
当

大
臣
が
署
名
し
ま
し
た
。
我
が
国
の
他
、
米
国
、
カ
ナ
ダ
、

イ
ギ
リ
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル

ク
、
U
A
E
の
計
8
か
国
が
署
名
し
、
そ
の
後
ウ
ク
ラ
イ

ナ
が
署
名
す
る
な
ど
、
今
後
も
署
名
国
が
増
え
る
見
込
み

で
す
。
本
合
意
は
、
ア
ル
テ
ミ
ス
計
画
を
各
国
と
協
力
し

て
、
安
全
か
つ
持
続
的
な
宇
宙
活
動
を
実
施
し
て
い
く
上

で
重
要
な
宣
言
で
あ
り
、
同
計
画
を
含
む
宇
宙
探
査
活
動

が
一
層
推
進
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

日
本
人
宇
宙
飛
行
士
の
活
躍

野
口
宇
宙
飛
行
士
の

国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
長
期
滞
在

令
和
2
年
11
月
16
日
午
前
9
時
27
分
、
野
口
聡
一
宇

宙
飛
行
士
、
ほ
か
3
名
の
米
国
人
宇
宙
飛
行
士
が
搭
乗

す
る
ク
ル
ー
ド
ラ
ゴ
ン
宇
宙
船
が
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
I
S
S
）に
向
け
て
米
国
N
A
S
A
ケ
ネ
デ
ィ
ー
宇
宙
セ

ン
タ
ー
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
、
そ
の
約
一
日
後
に
無
事
到

着
し
、
約
半
年
間
の
I
S
S
滞
在
を
開
始
し
ま
し
た
。
滞

在
中
に
は
、
i
P
S
細
胞
を
利
用
し
た
生
命
科
学
実
験
や

国
際
宇
宙
探
査
に
向
け
た
技
術
実
証
な
ど
を
行
う
予
定
で

あ
り
、
我
が
国
の
未
来
の
発
展
に
つ
な
が
る
よ
う
な
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
野
口
宇
宙
飛
行
士
を
載
せ
た
ク
ル
ー
ド
ラ
ゴ
ン

は
、
米
国
の
民
間
事
業
者
で
あ
る
ス
ペ
ー
ス
X
社
が
開
発

し
た
も
の
で
、
野
口
さ
ん
の
打
上
げ
が
、
そ
の
運
用
初
号

機
と
な
り
ま
す
。
ク
ル
ー
ド
ラ
ゴ
ン
宇
宙
船
に
搭
乗
す
る
米

国
以
外
の
搭
乗
員
第
一
号
が
日
本
人
宇
宙
飛
行
士
と
な
っ

た
こ
と
は
、
日
本
人
宇
宙
飛
行
士
の
こ
れ
ま
で
の
活
躍
と

日
本
の
有
人
宇
宙
活
動
の
成
果
の
証
で
あ
り
、
我
が
国
の

国
際
的
な
地
位
の
向
上
の
観
点
か
ら
も
大
き
な
意
義
が
あ

り
ま
す
。

星
出
宇
宙
飛
行
士
、

国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
船
長
就
任
へ

さ
ら
に
、
令
和
3
年
の
春
ご
ろ
に
は
、
野
口
宇
宙
飛
行

士
に
続
き
、
星
出
彰
彦
宇
宙
飛
行
士
が
、
ク
ル
ー
ド
ラ
ゴ

ン
宇
宙
船
の
運
用
2
号
機
に
搭
乗
し
、
I
S
S
に
向
け
て

打
ち
上
げ
ら
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
星
出
宇
宙
飛

行
士
は
、
約
半
年
間
の
I
S
S
滞
在
中
、
船
長
を
務
め
る

予
定
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
星
出
飛
行
士
の
能
力
が
高
く
評

価
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
と
と
も
に
、
日
本
実
験
棟
「
き
ぼ

う
」
や
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
補
給
機
「
こ
う
の
と
り
」
の
着

実
な
運
用
を
通
じ
て
、
我
が
国
が
国
際
的
な
信
頼
を
築
い

共同宣言への署名の様子
（右）萩生田文部科学大臣
（左）ブライデンスタインNASA長官

アルテミス合意への署名の様子（提供：NASA）
※中段右が萩生田大臣
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て
い
る
こ
と
の
表
れ
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
た
な
日
本
人
宇
宙
飛
行
士
の
募
集
に
つ
い
て

こ
の
よ
う
に
、
日
本
人
宇
宙
飛
行
士
が
目
覚
ま
し
い
活

躍
を
さ
れ
て
い
る
中
、
令
和
2
年
10
月
23
日
に
、
萩
生
田

文
部
科
学
大
臣
は
、
令
和
3
年
秋
頃
か
ら
、
新
し
い
宇
宙

飛
行
士
の
募
集
を
開
始
す
る
こ
と
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し

た
。こ

の
背
景
に
は
、
先
述
の
令
和
2
年
7
月
の
文
部
科
学

大
臣
と
N
A
S
A
長
官
に
よ
る
月
探
査
協
力
に
関
す
る
共

同
宣
言
に
よ
っ
て
、
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
や
月
面
に
お
け
る
日
本

人
宇
宙
飛
行
士
の
活
躍
機
会
の
見
通
し
が
得
ら
れ
た
こ
と

に
加
え
、
令
和
2
年
10
月
13
日
（
米
国
時
間
）
に
、
ア
ル

テ
ミ
ス
合
意
に
我
が
国
を
含
む
8
か
国
が
署
名
し
た
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
国
際
宇
宙
探
査
や
月
探
査
に
向
け
た
機
運

が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
文
部
科
学
大
臣
は
、
今
後
、
一
定
規
模
の
宇
宙

飛
行
士
の
数
を
維
持
す
る
た
め
、
5
年
に
1
度
程
度
の
頻

度
で
募
集
を
行
う
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
こ
と
も
、
併
せ

て
発
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
将
来
宇
宙
飛
行
士
に

な
る
こ
と
を
希
望
す
る
方
々
に
、
一
定
の
予
見
性
を
も
っ

て
い
た
だ
け
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
回
、
様
々
な
事
情

で
応
募
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
も
、
次
回
や
次
々
回
に

向
け
て
検
討
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

募
集
開
始
ま
で
の
1
年
程
度
の
期
間
に
お
い
て
、
応
募

を
希
望
さ
れ
る
方
々
に
は
、
十
分
な
準
備
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
文
部
科
学
省
と
し
て
も
、

宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
（
J
A
X
A
）
と
協
力
し
な
が

ら
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
広
報
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

ロ
ケ
ッ
ト
・
補
給
機
の
運
用
・
開
発

世
界
最
高
水
準
の
基
幹
ロ
ケ
ッ
ト
及
び
補
給
機

他
国
に
依
存
し
な
い
自
立
性
の
高
い
宇
宙
活
動
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
我
が
国
の
安
全
保
障
の
確
保
や
災
害
対

策
・
国
土
強
靱
化
等
に
貢
献
す
る
衛
星
等
の
打
上
げ
に
必

要
な
基
幹
ロ
ケ
ッ
ト
等
の
宇
宙
輸
送
シ
ス
テ
ム
を
、
自
立
的

に
開
発
・
運
用
で
き
る
能
力
を
継
続
的
に
強
化
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
文
部
科
学
省
で
は
、
H

-

Ⅱ
A
／
B
ロ

ケ
ッ
ト
、
イ
プ
シ
ロ
ン
ロ
ケ
ッ
ト
、
H
3
ロ
ケ
ッ
ト
を
基
幹

ロ
ケ
ッ
ト
に
位
置
付
け
、
運
用
及
び
開
発
・
高
度
化
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
我
が
国
の
基
幹
ロ
ケ
ッ
ト
は
、
世
界
最
高
水

準
と
な
る
打
上
げ
成
功
率
と
打
上
げ
の
オ
ン
タ
イ
ム
率
（
あ

ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
日
時
に
打
上
げ
を
行
っ
た
割
合
）
を

実
現
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
H

-

Ⅱ
B
ロ
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て

は
、
I
S
S
に
物
資
を
輸
送
す
る
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
補

給
機
「
こ
う
の
と
り
」（
H
T
V
）
の
打
上
げ
を
担
い
、
今

年
5
月
の
9
号
機
の
打
上
げ
を
も
っ
て
運
用
を
終
了
し
ま

し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
9
回
す
べ
て
の
打
上
げ
に
成
功
す
る

と
と
も
に
、
天
候
に
よ
る
打
上
げ
延
期
を
除
き
、
打
上
げ

の
オ
ン
タ
イ
ム
率
も
高
く
、
我
が
国
の
技
術
の
信
頼
性
の
向

上
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。「
こ
う
の
と
り
」
に
つ
い

て
は
、
最
大
約
6
ト
ン
と
い
う
世
界
最
大
級
の
補
給
能
力

を
備
え
て
お
り
、
宇
宙
飛
行
士
の
生
活
に
必
要
不
可
欠
な

水
・
食
料
に
加
え
、
大
型
実
験
装
置
や
I
S
S
運
用
の
根

幹
を
支
え
る
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
I
S
S
に
大
型
装
置
を
輸H-IIBロケット9号機の打上げの様子（提供：JAXA）

クルードラゴン運用初号機クルー
（提供：JAXA ／ NASA）
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送
で
き
る
唯
一
の
手
段
で
あ
り
、
ま
た
各
国
が
現
在
運
用

し
て
い
る
物
資
補
給
機
の
中
で
唯
一
の
成
功
率
1
0
0
％

を
誇
っ
て
お
り
、
各
国
か
ら
の
期
待
を
集
め
ま
し
た
。

新
た
な
基
幹
ロ
ケ
ッ
ト
及
び
補
給
機
の
開
発

加
え
て
、
欧
米
の
大
型
ロ
ケ
ッ
ト
と
の
国
際
的
な
市
場

獲
得
競
争
が
進
む
中
で
、
我
が
国
の
基
幹
ロ
ケ
ッ
ト
の
国

際
競
争
力
の
更
な
る
強
化
に
向
け
て
、
民
間
企
業
と
連
携

し
て
、
新
た
な
基
幹
ロ
ケ
ッ
ト
と
し
て
H
3
ロ
ケ
ッ
ト
の
開

発
を
進
め
て
い
ま
す
。
H
3
ロ
ケ
ッ
ト
は
、
こ
れ
ま
で
の

H

-

Ⅱ
A
／
B
ロ
ケ
ッ
ト
の
技
術
を
継
承
し
、
我
が
国
の

強
み
で
あ
る
高
い
信
頼
性
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
打
上

げ
能
力
の
向
上
、
打
上
げ
間
隔
の
縮
減
、
費
用
の
低
減
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
令
和
3
年
度
の
試
験
機
初
号

機
、
令
和
4
年
度
の
試
験
機
2
号
機
の
打
上
げ
を
目
指
し

て
、
新
型
の
メ
イ
ン
エ
ン
ジ
ン
で
あ
る
L
E

-
9
の
燃
焼
試

験
を
進
め
る
な
ど
、
着
実
に
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
H
3
ロ
ケ
ッ
ト
の
固
体
ロ
ケ
ッ
ト
ブ
ー
ス
タ
等
の
開
発

成
果
を
イ
プ
シ
ロ
ン
ロ
ケ
ッ
ト
に
適
用
す
る
こ
と
で
、
H
3

ロ
ケ
ッ
ト
と
の
シ
ナ
ジ
ー
効
果
を
発
揮
し
て
イ
プ
シ
ロ
ン
ロ

ケ
ッ
ト
を
低
コ
ス
ト
化
す
る
た
め
の
開
発
も
進
め
て
い
ま

す
。さ

ら
に
、
H
3
ロ
ケ
ッ
ト
は
、「
こ
う
の
と
り
」
の
後
継

機
と
し
て
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
新
型
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
補
給
機
（
H
T
V

-

X
）
の
打
上
げ
に
も
活
用
さ
れ
る

予
定
で
す
。
H
T
V

-

X
に
つ
い
て
は
、「
こ
う
の
と
り
」

の
経
験
を
活い

か
し
て
、
I
S
S
へ
の
輸
送
能
力
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
に
よ
る
輸
送
コ
ス
ト
の
大
幅
な
削
減
や
、
ゲ
ー
ト

ウ
ェ
イ
へ
の
物
資
補
給
を
含
む
様
々
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
へ
の
応

用
も
目
指
し
て
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。

民
間
活
力
の
活
用

宇
宙
探
査
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ブ
の
取
組

野
口
宇
宙
飛
行
士
が
搭
乗
し
た
宇
宙
船
は
、
民
間
事
業

者
が
開
発
し
た
も
の
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
宇
宙
開
発

に
民
間
が
主
体
的
に
関
わ
る
機
会
は
、
今
後
も
増
え
て
い

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
将
来
、
月
面
で

の
本
格
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
く
上
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

通
信
、
土
木
建
築
、
食
料
生
産
、
物
流
、
医
療
、
エ
ン

タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
等
の
従
来
の
宇
宙
関
連
分
野
を
超
え
た
多

様
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
参
加
が
不
可
欠
で
す
。

一
方
、
非
宇
宙
関
連
分
野
の
企
業
に
と
っ
て
宇
宙
開
発

へ
の
参
加
は
容
易
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
将

来
の
探
査
に
必
要
と
な
る
、
開
発
要
素
の
あ
る
技
術
分
野

に
つ
い
て
、
J
A
X
A
か
ら
知
見
を
持
つ
民
間
事
業
者
に

広
く
参
加
を
呼
び
か
け
、
採
択
課
題
を
共
同
で
研
究
す
る

「
宇
宙
探
査
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ブ
」（
探
査
ハ
ブ
）
と
い
う

仕
組
み
が
で
き
ま
し
た
。

探
査
ハ
ブ
の
最
大
の
特
徴
は
、
宇
宙
と
非
宇
宙
の
異
分

野
融
合
に
よ
っ
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
し
、
そ
の
成
果

（
技
術
）
を
使
っ
て
民
間
は
専
門
的
な
支
援
を
受
け
な
が
ら

地
上
で
の
事
業
化
を
、
J
A
X
A
は
宇
宙
実
証
を
協
力
し

な
が
ら
も
分
担
し
て
行
う
点
で
す
。
地
上
で
事
業
を
行
っ

て
い
る
間
は
、
技
術
の
維
持
、
向
上
、
発
展
が
民
間
事
業

者
に
よ
っ
て
自お

の

ず
と
図
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
て
維
持
・
蓄
積

さ
れ
る
知
見
が
、
J
A
X
A
の
技
術
実
証
や
将
来
の
月
面

活
動
に
活
か
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

Ｈ３ロケットイメージ
（提供：JAXA）
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探
査
ハ
ブ
に
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
こ
れ
ま
で
に
非
宇

宙
企
業
93
社
を
含
む
約
1
5
0
機
関
が
共
同
研
究
に
参
加

し
て
い
ま
す
。

宇
宙
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

（
J

-

S
P
A
R
C
）

近
年
、
国
内
外
で
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
含
む
民
間
企
業

の
宇
宙
活
動
が
活
発
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
宇
宙

分
野
の
産
業
・
科
学
技
術
基
盤
の
更
な
る
強
化
に
向
け
て
、

民
間
企
業
の
参
入
を
促
進
し
、
国
と
民
間
企
業
が
連
携
し

て
技
術
開
発
・
事
業
創
出
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。こ

の
た
め
、
J
A
X
A
で
は
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
含

む
民
間
企
業
等
を
主
体
と
す
る
事
業
を
出
口
と
し
た
技

術
開
発
・
実
証
等
を
行
う
共
創
型
研
究
開
発
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
あ
る
「
宇
宙
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」

（
J

-

S
P
A
R
C
）
を
平
成
30
年
5
月
か
ら
開
始
し
て
い

ま
す
。

J

-

S
P
A
R
C
で
は
、
民
間
企
業
等
と
J
A
X
A
が

そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
・
リ
ソ
ー
ス
を
持
ち
寄
り
、
新
た
な
宇
宙

関
連
事
業
の
創
出
や
宇
宙
分
野
に
閉
じ
る
こ
と
の
な
い
技

術
革
新
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、

事
業
コ
ン
セ
プ
ト
及
び
事
業
計
画
等
の
企
画
及
び
検
討
や

技
術
的
実
現
可
能
性
の
検
討
を
共
同
で
行
う
「
コ
ン
セ
プ

ト
共
創
タ
イ
プ
」、
事
業
計
画
の
実
施
に
向
け
て
必
要
な
共

同
技
術
開
発
及
び
実
証
を
行
う
「
事
業
共
同
実
証
タ
イ
プ
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
他
、
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
化
を
目
指
し

た
事
前
対
話
活
動
や
新
規
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
創
出
す
る
活

動
な
ど
事
業
化
促
進
に
資
す
る
活
動
な
ど
の
取
組
も
進
め

て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
J
A
X
A
は
民
間
企
業
等
と
の
2
5
0

件
以
上
も
の
事
前
対
話
活
動
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
や
非
宇
宙
企
業
を
含
む
民
間
企
業
と
連
携
し

て
30
を
超
え
る
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
活
動
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
例
え
ば
、
J
A
X
A
の
技
術
的
知
見
を
活
用
し

て
、
小
型
ロ
ケ
ッ
ト
の
開
発
や
小
型
衛
星
に
よ
る
デ
ー
タ
提

供
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
目
指
す
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
へ
の
支
援
等

を
行
う
と
と
も
に
、
I
S
S
の
日
本
実
験
棟
「
き
ぼ
う
」

と
地
上
の
双
方
向
ラ
イ
ブ
番
組
配
信
シ
ス
テ
ム
等
を
核
と
し

た
宇
宙
メ
デ
ィ
ア
事
業
の
実
証
な
ど
、
宇
宙
を
楽
し
む
こ

と
を
テ
ー
マ
と
し
た
こ
れ
ま
で
に
な
い
新
た
な
事
業
の
創
出

に
も
繋つ

な

が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
宇
宙
食
の
保
存
技
術
を

応
用
し
た
長
期
間
保
存
可
能
な
ゼ
リ
ー
や
J
A
X
A
が
保

有
す
る
月
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
宇
宙
を
疑
似
体
験
で
き
る

教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
の
販
売
な
ど
、
既
に
事
業
化
に
繋つ

な

が
っ
た

事
例
も
あ
り
、
引
き
続
き
、
新
た
な
事
業
の
創
出
に
資
す

る
取
組
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

宇
宙
科
学
探
査
の
取
組

小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
2
」
が
帰
還

科
学
探
査
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
や

超
新
星
爆
発
な
ど
の
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
現
象
を
観
測
す
る
X

線
天
文
衛
星
等
の
人
工
衛
星
の
開
発
・
運
用
や
、
小
惑
星

探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」
に
よ
る
小
惑
星
「
イ
ト
カ
ワ
」
か
ら

の
サ
ン
プ
ル
採
収
、
X
線
・
赤
外
線
天
文
観
測
や
月
・
惑
星

探
査
等
の
分
野
で
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
業
績
を
上
げ
て
き

ま
し
た
。
平
成
22
年
5
月
に
打
ち
上
げ
ら
れ
、
平
成
27
年

12
月
に
金
星
周
回
軌
道
へ
投
入
さ
れ
た
金
星
探
査
機
「
あ

か
つ
き
」
は
、
金
星
大
気
に
お
け
る
「
ス
ー
パ
ー
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
」
の
維
持
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
に
つ
な
が
る
成
果
を

上
げ
、
平
成
28
年
12
月
に
打
ち
上
げ
た
ジ
オ
ス
ペ
ー
ス
探

査
衛
星
「
あ
ら
せ
」
は
、
オ
ー
ロ
ラ
の
発
生
プ
ロ
セ
ス
を
同

定
す
る
プ
ラ
ズ
マ
の
波
の
変
動
を
と
ら
え
る
こ
と
に
成
功

す
る
な
ど
、
太
陽
と
地
球
の
相
互
作
用
等
の
理
解
の
深
化

に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。
平
成
26
年
12
月
に
打
ち
上
げ

ら
れ
た
小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
2
」
は
、
平
成
30
年

6
月
に
小
惑
星
「
リ
ュ
ウ
グ
ウ
」
に
到
着
し
、
探
査
ロ
ー
バ

に
よ
る
探
査
、
小
惑
星
表
面
へ
の
人
工
ク
レ
ー
タ
ー
形
成
、

同
一
小
惑
星
へ
の
2
回
の
着
陸
（
タ
ッ
チ
ダ
ウ
ン
）
成
功
な

ど
数
々
の
世
界
初
の
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
令
和
２

年
12
月
5
日
、「
は
や
ぶ
さ
2
」
は
、
地
球
近
傍
で
サ
ン
プ

ル
が
封
入
さ
れ
た
カ
プ
セ
ル
を
分
離
し
、
大
気
圏
に
再
突

入
さ
せ
、
カ
プ
セ
ル
は
、
同
6
日
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
南
部

J-SPARC事業概要
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の
砂
漠
地
帯
に
着
陸
し
回
収
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
へ
の
輸

送
後
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
相
模
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
カ
プ
セ
ル
開

封
作
業
を
行
っ
た
結
果
「
リ
ュ
ウ
グ
ウ
」
か
ら
持
ち
帰
っ
た

サ
ン
プ
ル
量
が
約
5
・
4
グ
ラ
ム
と
確
認
さ
れ
、
目
標
値
の

0
・
1
グ
ラ
ム
を
大
幅
に
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
今

後
サ
ン
プ
ル
の
詳
細
分
析
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
太

陽
系
の
起
源
や
進
化
、
地
球
に
お
け
る
生
命
の
原
材
料
物

質
の
解
明
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
一

方
、「
は
や
ぶ
さ
2
」の
探
査
機
本
体
は
、
約
11
年
を
か
け

て
新
た
な
小
惑
星
の
探
査
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。
探
査
機

を
長
期
間
航
行
さ
せ
る
技
術
の
獲
得
や
将
来
地
球
に
衝
突

す
る
恐
れ
の
あ
る
小
惑
星
の
構
造
等
を
分
析
し
、
衝
突
回

避
や
衝
突
時
の
被
害
の
最
小
化
等
に
資
す
る
研
究
に
つ
な

げ
る
予
定
で
す
。
な
お
、「
は
や
ぶ
さ
2
」
が
数
々
の
世
界

初
の
偉
業
を
成
し
遂
げ
我
が
国
の
宇
宙
探
査
の
技
術
力
の

高
さ
を
実
証
し
、
学
術
の
振
興
に
貢
献
し
た
と
し
て
、
同

17
日
に
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
「
は
や
ぶ
さ
2
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
」
が
内
閣
総
理
大
臣
顕
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ

か
、
欧
州
宇
宙
機
関
と
の
国
際
協
力
に
よ
る
水
星
探
査
計

画
（B

epiC
olom

bo

）に
お
い
て
我
が
国
が
開
発
を
担
当

し
た
水
星
磁
気
圏
探
査
機
「
み
お
」（
平
成
30
年
10
月
打
上

げ
）
が
、
水
星
へ
の
航
行
を
続
け
て
お
り
、
令
和
7
年
に

水
星
に
到
着
す
る
予
定
で
す
。

月
や
火
星
の
探
査
開
始
へ

ま
た
、
令
和
4
年
度
に
打
ち
上
げ
を
予
定
し
て
い
る
我

が
国
初
と
な
る
月
へ
の
無
人
着
陸
を
目
指
す
小
型
月
着
陸

実
証
機
（
S
L
I
M
）
は
、「
降
り
た
い
と
こ
ろ
に
降
り
る
」

高
精
度
の
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
着
陸
技
術
の
実
証
を
目
指
し
て
お

り
、
得
ら
れ
た
技
術
や
月
に
関
す
る
観
測
デ
ー
タ
を
米
国

等
に
提
供
す
る
こ
と
で
ア
ル
テ
ミ
ス
計
画
に
貢
献
す
る
こ
と

が
国
際
的
に
大
き
く
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
ブ

ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
等
の
X
線
で
観
測
さ
れ
る
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

天
体
を
観
測
す
る
X
線
分
光
撮
像
衛
星
（
X
R
I
S
M
）

を
令
和
4
年
度
に
打
ち
上
げ
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
火
星

衛
星
の
起
源
や
火
星
圏
の
進
化
の
過
程
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
、
サ
ン
プ
ル
リ
タ
ー
ン
を
行
う
火
星
衛
星
探
査
計
画

（
M
M
X
）
で
は
、
令
和
6
年
度
に
探
査
機
を
打
ち
上
げ

る
予
定
で
す
。
国
際
宇
宙
探
査
の
主
た
る
目
標
で
あ
る
火

星
圏
探
査
に
日
本
が
優
位
性
を
持
つ
小
天
体
探
査
技
術
を

活
用
し
て
参
画
す
る
こ
と
で
、
我
が
国
が
大
型
国
際
共
同

計
画
を
主
導
し
、
探
査
技
術
の
継
承
・
発
展
に
寄
与
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
こ
れ
ら
の
計
画
を
実

行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
国
際
的
な
プ
レ
ゼ
ン
ス
の

向
上
や
、
人
類
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
拡
大
に
資
す
る
宇
宙
科
学

分
野
の
研
究
開
発
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

小型月着陸実証機「SL I M」イメージ（提供：JAXA）

菅総理大臣から顕彰状を受け取る
津田雄一プロジェクトマネージャ（左）

「リュウグウ」から採取したサンプル
（提供：JAXA）
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ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
と
の
連
携

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
最
大
規
模
の

宇
宙
機
関
会
議
を
開
催

文
部
科
学
省
で
は
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
に
お
い

て
、
宇
宙
活
動
、
利
用
に
関
す
る
情
報
交
換
並
び
に
多

国
間
協
力
推
進
の
場
と
し
て
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
宇

宙
機
関
会
議
（
A
P
R
S
A
F
）
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

A
P
R
S
A
F
は
平
成
5
年
の
設
立
以
来
、
J
A
X
A

及
び
地
域
の
宇
宙
機
関
と
と
も
に
毎
年
1
回
程
度
開
催
し

て
お
り
、
各
国
の
宇
宙
機
関
や
行
政
機
関
を
は
じ
め
、
民

間
企
業
、
大
学
・
研
究
所
な
ど
様
々
な
組
織
か
ら
、
こ
れ

ま
で
50
を
超
え
る
国
・
地
域
及
び
国
際
機
関
か
ら
の
参
加

を
得
て
、
同
地
域
最
大
規
模
の
宇
宙
関
連
会
議
へ
と
発
展

し
ま
し
た
。

令
和
元
年
11
月
に
は
、
名
古
屋
で
第
26
回
会
合
を
、「
新

た
な
宇
宙
時
代
を
拓ひ

ら

く
多
様
な
繋
が
り
の
発
展
」
と
い
う

テ
ー
マ
の
下
開
催
し
ま
し
た
。
本
会
合
で
は
、
過
去
25
年

間
の
A
P
R
S
A
F
の
活
動
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
次

の
25
年
間
を
見
据
え
て
今
後
10
年
間
で
取
り
組
む
目
標

「
名
古
屋
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
掲
げ
ま
し
た
。
名
古
屋
ビ
ジ
ョ
ン

で
は
、
広
範
な
社
会
課
題
の
解
決
、
人
材
育
成
、
政
策
実

施
能
力
の
向
上
、
ニ
ュ
ー
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
参
画
促
進
の
四
つ

に
目
標
を
置
い
て
い
ま
す
。

令
和
2
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
の
状
況
に
鑑

み
、
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
「
A
P
R
S
A
F
オ
ン
ラ
イ
ン

パネルディスカッションの様子（提供：JAXA）

宇宙機関長セッションの様子（提供：JAXA）

火星衛星探査計画「MMX」の探査機イメージ（提供：JAXA）
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特 集 新たな宇宙開発時代の幕開け

2
0
2
0
」
を
開
催
し
、
44
か
国
か
ら
6
2
0
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
本
イ
ベ
ン
ト
で
は
、「
距
離
を
超
え
た
宇
宙
ビ

ジ
ョ
ン
の
共
有
」
を
テ
ー
マ
に
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
や

国
際
機
関
、
研
究
機
関
を
代
表
す
る
多
様
な
プ
レ
ー
ヤ
ー

が
、
特
に
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
の
拡
大
に
向
け
た
方
策
に
つ
い
て

議
論
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
内
の
宇
宙
機
関
長
等
が
一

堂
に
会
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
を
踏
ま
え
、
今
後

の
持
続
可
能
な
宇
宙
活
動
や
社
会
課
題
へ
の
貢
献
に
つ
い

て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。
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令
和
二
年
度
文
化
功
労
者

令
和
二
年
度
文
化
功
労
者
顕
彰
式
が
11
月
4
日
、
東
京

都
港
区
虎
ノ
門
のT

he O
kura T

okyo

（
日
本
語
名
：

オ
ー
ク
ラ
東
京
）に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
文
化
功
労
者
は
次

の
20
名
の
方
々
で
す
。

◆
伊
東　

俊
太
郎
（
い
と
う　

し
ゅ
ん
た
ろ
う
）
東
京
大
学

名
誉
教
授
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
名
誉
教
授
、

麗
澤
大
学
名
誉
教
授
《
科
学
哲
学
･
科
学
史
、
比
較
文
明

学
》科

学
哲
学
･
科
学
史
、
比
較
文
明
学
の
分
野
に
お
い

て
、
西
洋
中
世
文
化
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
ビ
ザ
ン
チ

ン
、
イ
ス
ラ
ー
ム
文
化
の
研
究
か
ら
、
西
洋
近
代
科
学
の

成
立
と
そ
の
特
徴
の
考
察
、
さ
ら
に
比
較
文
化
・
比
較
文

明
学
の
領
域
に
ま
で
及
ぶ
顕
著
な
業
績
を
上
げ
、
斯
学
の

発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

◆
大
石　

進
一
（
お
お
い
し　

し
ん
い
ち
）
早
稲
田
大
学
理

工
学
術
院
教
授
《
応
用
数
学
》

応
用
数
学
の
分
野
に
お
い
て
、
精
度
保
証
付
計
算
法
と

無
誤
差
変
換
と
い
う
画
期
的
な
数
値
計
算
法
を
編
み
出

し
、
お
よ
そ
計
算
に
依
存
す
る
幅
広
い
分
野
に
多
大
な
影

響
を
与
え
る
と
と
も
に
、
精
度
保
証
付
計
算
機
学
を
確
立

す
る
顕
著
な
研
究
業
績
を
上
げ
、
斯
学
の
発
展
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
文
化
功
労
者
・
文
化
勲
章
受
章
者

文
部
科
学
省
大
臣
官
房
人
事
課

と
も
に
、
優
れ
た
指
導
者
と
し
て
、
ま
た
、
競
技
団
体
の

役
員
等
を
歴
任
し
、
長
年
に
わ
た
り
国
際
競
技
力
の
向
上

及
び
日
本
ス
ポ
ー
ツ
界
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

◆
木
村　

大
作
（
き
む
ら　

だ
い
さ
く
）
撮
影
技
師
、
映
画

監
督
《
撮
影
》

多
年
に
わ
た
り
撮
影
技
師
、
映
画
監
督
と
し
て
、
極
地

や
雪
山
に
お
い
て
も
果
敢
に
自
然
に
立
ち
向
か
い
、
妥
協

を
許
さ
ぬ
撮
影
に
よ
り
数
多
く
の
感
情
に
訴
え
る
迫
力
あ

る
映
像
を
作
り
上
げ
て
、
斯
界
の
発
展
向
上
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た
。

◆
清
滝　

信
宏
（
き
よ
た
き　

の
ぶ
ひ
ろ
）
プ
リ
ン
ス
ト
ン

大
学
経
済
学
教
授
《
マ
ク
ロ
経
済
学
》

マ
ク
ロ
経
済
学
の
分
野
に
お
い
て
、
新
た
な
マ
ク
ロ
経
済

モ
デ
ル
の
構
築
、
貨
幣
の
機
能
の
解
明
、
金
融
危
機
と
景

気
後
退
を
的
確
に
説
明
す
る
理
論
の
構
築
な
ど
、
世
界
の

学
界
を
主
導
す
る
数
々
の
独
創
的
で
影
響
力
の
大
き
い
研

究
業
績
を
上
げ
、
斯
学
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま

し
た
。

◆
今
野　

勉
（
こ
ん
の　

つ
と
む
）
テ
レ
ビ
演
出
家
《
放
送

文
化
（
テ
レ
ビ
）》

多
年
に
わ
た
り
テ
レ
ビ
演
出
家
と
し
て
、
テ
レ
ビ
の
新
し

い
表
現
方
法
を
追
求
し
て
優
れ
た
映
像
作
品
を
生
み
出
す

と
と
も
に
、
テ
レ
ビ
界
に
独
立
性
を
も
っ
た
作
品
制
作
の
道

を
拓
き
、
関
係
団
体
の
要
職
も
務
め
る
な
ど
、
斯
界
の
発

展
向
上
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

◆
加
藤　

澤
男
（
か
と
う　

さ
わ
お
）
元
財
団
法
人
日
本
体

操
協
会　

理
事
〉《
ス
ポ
ー
ツ
》

氏
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
体
操
競
技
の
日
本
代
表
と
し
て
、

昭
和
43
年
の
第
19
回
、
昭
和
47
年
の
第
20
回
、
昭
和
51
年

の
第
21
回
ま
で
3
大
会
連
続
で
出
場
し
、
団
体
総
合
3
大

会
連
続
優
勝
の
立
て
役
者
と
し
て
大
き
な
功
績
を
残
す
と 顕彰者を代表し挨拶される伊東俊太郎さん
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◆
三
枝　

成
章
（
さ
え
ぐ
さ　

し
げ
あ
き
）〈
芸
名　

三
枝　

成
彰
（
さ
え
ぐ
さ　

し
げ
あ
き
）〉
作
曲
家
《
作
曲
》

多
年
に
わ
た
り
作
曲
家
と
し
て
、
数
多
く
の
優
れ
た
作

品
を
世
に
送
り
出
し
て
我
が
国
音
楽
界
に
大
き
な
刺
激
を

与
え
続
け
る
と
と
も
に
、
教
職
や
関
係
団
体
の
要
職
も
務

め
て
後
進
の
育
成
等
に
も
尽
力
す
る
な
ど
、
斯
界
の
発
展

向
上
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

◆
酒
井　

政
利
（
さ
か
い　

ま
さ
と
し
）
音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー《
音
楽
文
化
振
興
》

多
年
に
わ
た
り
音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
、
数
々
の

才
能
を
発
掘
し
て
多
数
の
優
れ
た
作
品
を
世
に
送
り
出
し
、

人
々
に
豊
か
な
心
の
糧
を
与
え
る
と
と
も
に
、
音
楽
業
界

の
振
興
、
後
進
の
育
成
に
も
尽
力
す
る
な
ど
、
斯
界
の
発

展
向
上
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

◆
椙
山　

浩
一
（
す
ぎ
や
ま　

こ
う
い
ち
）〈
芸
名　

す
ぎ

や
ま　

こ
う
い
ち
〉
作
曲
家
《
作
曲
・
メ
デ
ィ
ア
芸
術
》

多
年
に
わ
た
り
作
曲
家
と
し
て
、
数
多
く
の
優
れ
た
作

品
を
世
に
送
り
出
し
、
と
り
わ
け
ゲ
ー
ム
音
楽
の
先
駆
者

と
し
て
我
が
国
メ
デ
ィ
ア
芸
術
の
発
展
に
多
大
な
影
響
を

与
え
る
と
と
も
に
、
関
係
団
体
の
要
職
も
務
め
て
、
斯
界

の
発
展
向
上
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

◆
鈴
木　

幸
一
（
す
ず
き　

こ
う
い
ち
）（
株
）
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ（
I
I
J
）
代
表
取
締
役
会
長
兼

C
E
O
、「
東
京
･
春
･
音
楽
祭
実
行
委
員
会
」
実
行
委

員
長
《
文
化
振
興
》

多
年
に
わ
た
り
「
東
京
・
春
・
音
楽
祭
実
行
委
員
会
」
実

行
委
員
長
と
し
て
、
多
額
の
私
財
を
投
じ
て
国
内
最
大
級

の
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
祭
典
の
企
画
・
運
営
を
主
導
す
る
と
と
も

に
、
企
業
に
よ
る
文
化
活
動
へ
の
支
援
を
通
じ
た
社
会
貢

献
活
動
を
牽
引
、
活
性
化
さ
せ
る
な
ど
、
斯
界
の
発
展
向

上
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

◆
髙
橋　

秀
夫
（
た
か
は
し　

ひ
で
お
）〈
芸
名　

高
橋　

秀
（
た
か
は
し　

し
ゅ
う
）〉
美
術
作
家
《
美
術
一
般
》

多
年
に
わ
た
り
美
術
作
家
と
し
て
、
数
多
く
の
優
れ
た

作
品
を
発
表
す
る
と
と
も
に
、
教
職
、
ア
ー
ト
教
室
、
独

自
の
奨
学
金
制
度
等
を
通
じ
た
後
進
の
育
成
、
美
術
の
普

及
活
動
に
も
尽
力
す
る
な
ど
、
斯
界
の
発
展
向
上
に
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

◆
滝　

久
雄
（
た
き　

ひ
さ
お
）（
株
）
ぐ
る
な
び
取
締
役

会
長
・
創
業
者
、（
公
財
）
日
本
交
通
文
化
協
会
理
事
長
《
食

文
化
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
・
文
化
振
興
》

多
年
に
わ
た
り
（
株
）
ぐ
る
な
び
や
文
化
関
係
団
体
の

要
職
を
歴
任
し
、
食
文
化
の
振
興
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト

や
ペ
ア
碁
の
普
及
、「
1
%
フ
ォ
ー
・
ア
ー
ト
」
の
啓
発
等
、

多
岐
に
わ
た
る
分
野
に
お
い
て
文
化
振
興
に
尽
力
し
、
斯

界
の
発
展
向
上
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

◆
十
倉　

好
紀
（
と
く
ら　

よ
し
の
り
）
理
化
学
研
究
所
創

発
物
性
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
長
、
東
京
大
学
特
別
栄
誉
教

授
《
物
性
物
理
学
》

物
性
物
理
学
の
分
野
に
お
い
て
、
強
相
関
電
子
物
質
の

開
発
と
、
そ
の
新
し
い
電
子
機
能
の
開
拓
に
関
し
て
、
独

創
的
で
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
研
究
成
果
を
次
々
と
上
げ
、

特
に
高
温
超
伝
導
体
の
一
般
的
な
物
質
則
（
い
わ
ゆ
る
十

倉
ル
ー
ル
）
を
提
唱
し
、
ま
た
そ
の
設
計
指
針
に
従
い
、
自

ら
電
子
ド
ー
プ
型
高
温
超
伝
導
体
を
発
見
す
る
な
ど
、
斯

界
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

◆
中
能
島　

浩
（
な
か
の
し
ま　

ひ
ろ
し
）〈
芸
名　

鶴
澤　

清
治
（
つ
る
さ
わ　

せ
い
じ
）〉
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
三
味
線

演
奏
家
、
日
本
芸
術
院
会
員
、
重
要
無
形
文
化
財
「
人
形

浄
瑠
璃
文
楽
三
味
線
」（
各
個
認
定
）
保
持
者
《
文
楽
（
三

味
線
）》

多
年
に
わ
た
り
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
三
味
線
演
奏
家
と
し

て
、
高
度
に
洗
練
さ
れ
た
技
法
に
よ
っ
て
、
文
楽
に
描
か

れ
た
究
極
の
人
間
悲
劇
を
骨
太
に
表
現
す
る
力
量
を
示
し
、

多
く
の
観
客
に
感
銘
を
与
え
る
と
と
も
に
、
新
作
文
楽
や

復
曲
な
ど
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
斯
界
の
発
展
向
上

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

◆
西
川　

潔
（
に
し
か
わ　

き
よ
し
）〈
芸
名　

西
川　

き

よ
し（
に
し
か
わ　

き
よ
し
）〉
漫
才
師
《
漫
才
》

多
年
に
わ
た
り
漫
才
師
と
し
て
、
テ
ン
ポ
が
速
く
、
ボ

ケ
と
ツ
ッ
コ
ミ
が
入
れ
替
わ
る
型
破
り
な
芸
風
で
漫
才
ブ
ー

ム
を
牽
引
し
、
我
が
国
大
衆
芸
能
の
発
展
に
大
き
く
寄
与

す
る
な
ど
、
斯
界
の
発
展
向
上
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま

し
た
。

顕彰状授与の様子
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◆
原
島　

文
雄
（
は
ら
し
ま　

ふ
み
お
）
東
京
大
学
名
誉
教

授
、
東
京
都
立
科
学
技
術
大
学
名
誉
教
授
、
東
京
電
機
大

学
名
誉
教
授
《
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
》

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
分
野
に
お
い
て
、
人
の
持
つ
柔
軟
な

適
応
能
力
を
人
工
機
械
が
獲
得
す
る
た
め
の
基
礎
理
論
を

構
築
し
、
実
際
に
自
動
機
械
で
実
証
す
る
こ
と
に
よ
り
ロ

ボ
ッ
ト
を
含
む
人
工
機
械
が
社
会
に
受
容
さ
れ
る
道
を
拓

く
顕
著
な
研
究
業
績
を
上
げ
、
斯
学
の
発
展
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た
。

◆
福
王　

輝
幸
（
ふ
く
お
う　

て
る
ゆ
き
）〈
芸
名　

福
王　

茂
十
郎
（
ふ
く
お
う　

し
げ
じ
ゅ
う
ろ
う
）〉
能
楽
師
（
ワ
キ

方
・
福
王
流
）、
重
要
無
形
文
化
財
「
能
楽
」（
総
合
認
定
）

保
持
者
《
能
楽
（
ワ
キ
方
）》

多
年
に
わ
た
り
能
楽
師
ワ
キ
方
と
し
て
、
堂
々
た
る
た

た
ず
ま
い
、
懐
の
深
い
演
技
に
よ
っ
て
深
み
の
あ
る
豊
穣
な

舞
台
を
作
り
上
げ
、
多
く
の
観
客
に
感
銘
を
与
え
る
と
と

も
に
、
関
係
団
体
の
要
職
も
務
め
て
後
進
の
育
成
等
に
も

尽
力
す
る
な
ど
、
斯
界
の
発
展
向
上
に
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
ま
し
た
。

◆
堀
田　

凱
樹
（
ほ
っ
た　

よ
し
き
）
公
益
財
団
法
人
井
上

科
学
振
興
財
団
理
事
長
、
東
京
大
学
名
誉
教
授
、
国
立
遺

伝
学
研
究
所
名
誉
教
授
《
発
生
遺
伝
学
》

発
生
遺
伝
学
の
分
野
に
お
い
て
、
脳
機
能
の
解
析
を
目

指
し
て
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
エ
を
モ
デ
ル
に
し
た
遺
伝
学
を
展

開
し
、
行
動
遺
伝
学
、
生
物
物
理
学
、
神
経
発
生
遺
伝
学

等
の
分
野
に
お
い
て
数
多
く
の
顕
著
な
業
績
を
上
げ
斯
学

の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

◆
森
口　

邦
彦
（
も
り
ぐ
ち　

く
に
ひ
こ
）
染
織
作
家
、
重

要
無
形
文
化
財
「
友
禅
」（
各
個
認
定
）
保
持
者
《
工
芸

（
染
織
）》

多
年
に
わ
た
り
染
織
作
家
と
し
て
、
花
や
雪
、
流
水
な

ど
を
幾
何
学
文
様
で
構
成
し
た
斬
新
な
意
匠
の
作
品
を
多

数
発
表
す
る
と
と
も
に
、
教
職
や
関
係
団
体
の
要
職
も
務

め
て
後
進
の
育
成
等
に
も
尽
力
す
る
な
ど
、
斯
界
の
発
展

向
上
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

◆
山
口　

一
男
（
や
ま
ぐ
ち　

か
ず
お
）
シ
カ
ゴ
大
学
ラ
ル

フ
・
ル
イ
ス
記
念
特
別
教
授
《
社
会
学
》

社
会
学
の
分
野
に
お
い
て
、
イ
ベ
ン
ト
･
ヒ
ス
ト
リ
ー
分

析
な
ど
の
統
計
分
析
手
法
を
開
発
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ

ら
の
統
計
分
析
手
法
と
理
論
モ
デ
ル
を
適
用
し
て
社
会
移

動
、
結
婚
、
出
産
、
薬
物
依
存
な
ど
の
社
会
現
象
を
解
明

す
る
な
ど
の
顕
著
な
研
究
業
績
を
上
げ
、
斯
学
の
発
展
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
二
年
度
文
化
勲
章
受
章
者

令
和
二
年
度
文
化
勲
章
受
章
者
5
名
が
11
月
3
日
に
発

令
さ
れ
、
同
日
親
授
式
が
皇
居
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
文

化
勲
章
受
章
者
は
次
の
方
々
で
す
。

◆
岩
﨑　

壽
賀
子
（
い
わ
さ
き　

す
が
こ
）〈
筆
名　

橋
田　

壽
賀
子
（
は
し
だ　

す
が
こ
）〉
文
化
功
労
者
、
脚
本
家

《
脚
本
》

多
年
に
わ
た
り
脚
本
家
と
し
て
、
数
多
く
の
名
作
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
を
生
み
出
す
と
と
も
に
、（
一
財
）
橋
田
文
化
財

団
理
事
長
と
し
て
人
材
育
成
や
人
物
・
団
体
の
顕
彰
に
も

尽
力
す
る
な
ど
、
斯
界
の
発
展
向
上
に
極
め
て
顕
著
な
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た
。

◆
奥
田　

小
由
女
（
お
く
だ　

さ
ゆ
め
）
文
化
功
労
者
、
日

本
芸
術
院
会
員
、
人
形
作
家
《
工
芸
（
人
形
）》

多
年
に
わ
た
り
人
形
作
家
と
し
て
、
柔
ら
か
な
色
彩
と

華
や
か
な
装
飾
文
様
を
用
い
た
女
性
像
を
中
心
に
多
数
の

秀
作
を
制
作
す
る
と
と
も
に
、（
公
社
）
日
展
理
事
長
等
の

要
職
を
務
め
て
、
斯
界
の
発
展
向
上
に
極
め
て
顕
著
な
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た
。

◆
久
保
田　

淳
（
く
ぼ
た　

じ
ゅ
ん
）
文
化
功
労
者
、
日
本

学
士
院
会
員
、
東
京
大
学
名
誉
教
授
《
日
本
文
学
》

日
本
文
学
の
分
野
に
お
い
て
、
和
歌
文
学
と
中
世
文
学

を
主
な
対
象
と
し
て
、
作
品
に
対
す
る
厳
密
な
文
献
学
的

批
判
と
詳
細
で
緻
密
な
注
釈
、
古
典
全
般
に
わ
た
る
深
く

広
い
教
養
に
裏
付
け
ら
れ
た
斬
新
で
信
頼
で
き
る
作
品
分

析
を
特
徴
と
す
る
顕
著
な
研
究
業
績
を
上
げ
、
斯
学
の
発

展
に
極
め
て
顕
著
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

写真撮影の前に挨拶をされる萩生田大臣
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◆
近
藤　

淳
（
こ
ん
ど
う　

じ
ゅ
ん
）
文
化
功
労
者
、
日
本

学
士
院
会
員
、
東
邦
大
学
名
誉
教
授
《
物
性
物
理
学
》

物
性
物
理
学
の
分
野
に
お
い
て
、
長
年
に
わ
た
り
謎
で

あ
っ
た
、
不
純
物
と
し
て
微
量
の
磁
性
分
子
を
含
む
金
や

銅
な
ど
を
極
低
温
に
冷
却
し
て
い
っ
た
と
き
の
電
気
抵
抗

の
変
化
に
つ
い
て
、
そ
の
原
因
を
理
論
的
に
解
明
す
る
顕

著
な
業
績
を
上
げ
、
斯
学
の
発
展
に
極
め
て
顕
著
な
貢
献

を
さ
れ
ま
し
た
。

◆
澄
川　

喜
一
（
す
み
か
わ　

き
い
ち
）
文
化
功
労
者
、
日

本
芸
術
院
会
員
、
彫
刻
家
《
彫
刻
》

多
年
に
わ
た
り
彫
刻
家
と
し
て
、
日
本
的
な
感
性
に
基

づ
く
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
抽
象
彫
刻
や
公
共
建
築
を
中
心
に

多
数
の
秀
作
を
制
作
す
る
と
と
も
に
、
東
京
藝
術
大
学
長

等
の
要
職
を
務
め
て
、
斯
界
の
発
展
向
上
に
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
ま
し
た
。

文化功労者顕彰式記念撮影の様子
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令
和
2
年
秋
の
叙
勲

令
和
2
年
秋
の
叙
勲
が
11
月
3
日
付
で
発
令
さ
れ
、

4
，1
0
0
名
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

文
部
科
学
省
関
係
の
受
章
者
は
、
7
4
1
名
で
、
そ
の

う
ち
大
綬
章
及
び
重
光
章
受
章
者
は
次
の
方
々
で
す
。

◆
瑞
宝
大
綬
章
・
1
名

◇
小
宮
山　

宏
（
こ
み
や
ま　

ひ
ろ
し
）

東
京
大
学
名
誉
教
授
、
元　

東
京
大
学
長

◆
瑞
宝
重
光
章
・
9
名

◇
工
藤　

智
規
（
く
ど
う　

と
も
の
り
）

元　

文
部
科
学
審
議
官

◇
小
松　

和
彦
（
こ
ま
つ　

か
ず
ひ
こ
）

 

元　

大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
人
間
文
化
研
究
機
構
国

際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
、
文
化
功
労
者

◇
酒
井　

健
夫
（
さ
か
い　

た
け
お
）

日
本
大
学
名
誉
教
授
、
元　

日
本
大
学
総
長

◇
㟢
元　

達
郎
（
さ
き
も
と　

た
つ
ろ
う
）

熊
本
大
学
名
誉
教
授
、
元　

熊
本
大
学
長

◇
杉
山　

武
彦
（
す
ぎ
や
ま　

た
け
ひ
こ
）

一
橋
大
学
名
誉
教
授
、
元　

一
橋
大
学
長

令
和
２
年
秋
の
叙
勲
・
褒
章
に
つ
い
て

文
部
科
学
省
大
臣
官
房
人
事
課

令
和
2
年
秋
の
褒
章

令
和
2
年
秋
の
褒
章
が
11
月
3
日
付
で
発
令
さ
れ
、

8
0
2
名
の
方
々
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

文
部
科
学
省
関
係
の
受
章
者
は
32
名
で
す
。
受
章
者
は

次
の
方
々
で
す
。

◆
紫
綬
褒
章
・
17
名

◇
神
田　

秀
樹
（
か
ん
だ　

ひ
で
き
）

東
京
大
学
名
誉
教
授　

商
法
学

◇
高
橋　

義
朗
（
た
か
は
し　

よ
し
ろ
う
）

京
都
大
学
教
授　

原
子
物
理
学

◇
小
林　

修
（
こ
ば
や
し　

し
ゅ
う
）

東
京
大
学
教
授　

有
機
合
成
化
学

◇
川
﨑　

雅
司
（
か
わ
さ
き　

ま
さ
し
）

東
京
大
学
教
授　

材
料
科
学

◇
後
藤　

由
季
子
（
ご
と
う　

ゆ
き
こ
）

東
京
大
学
教
授　

細
胞
生
物
学

◇
澤　

芳
樹
（
さ
わ　

よ
し
き
）

大
阪
大
学
教
授　

心
臓
血
管
外
科
学

◇
髙
橋　

雅
英
（
た
か
は
し　

ま
さ
ひ
で
）

名
古
屋
大
学
名
誉
教
授　

実
験
病
理
学

◇
沈　

建
仁
（
し
ん　

け
ん
じ
ん
）

岡
山
大
学
教
授　

生
化
学
・
植
物
生
理
学

◇
玉
井　

日
出
夫
（
た
ま
い　

ひ
で
お
）

元　

文
化
庁
長
官

◇
東
野　

治
之
（
と
う
の　

は
る
ゆ
き
）

 

奈
良
大
学
名
誉
教
授
、
大
阪
大
学
名
誉
教
授
、
日
本
学

士
院
会
員
、
文
化
功
労
者

◇
間
宮　

馨
（
ま
み
や　

か
お
る
）

元　

文
部
科
学
審
議
官

◇
結
城　

章
夫
（
ゆ
う
き　

あ
き
お
）

元　

文
部
科
学
事
務
次
官
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◇
高
橋　

留
美
子
（
た
か
は
し　

る
み
こ
）

漫
画
家

◇
多
和
田　

葉
子
（
た
わ
だ　

よ
う
こ
）

小
説
家

◇
善
養
寺　

惠
介
（
ぜ
ん
よ
う
じ　

け
い
す
け
）

尺
八
演
奏
家

◇
鵜
山　

仁
（
う
や
ま　

ひ
と
し
）

演
出
家

◇
田
中　

裕
士
（
た
な
か　

ひ
ろ
し
）

（
芸
名　

藤
間　

蘭
黄
）　

日
本
舞
踊
家

◇
中
井　

貴
一
（
な
か
い　

き
い
ち
）

俳
優

◇
井
上　

由
美
子
（
い
の
う
え　

ゆ
み
こ
）

脚
本
家

◇
大
西　

彰
（
お
お
に
し　

あ
き
ら
）

 （
芸
名　

吉
田　

玉
男
）　

人
形
浄
瑠
璃
人
形
遣
い

（「
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
」（
総
合
認
定
）
保
持
者
）

◇
西　

勝
廣
（
に
し　

か
つ
ひ
ろ
）

漆
芸
作
家

◆
藍
綬
褒
章
・
5
名

◇
山
野　

愛
子
ジ
ェ
ー
ン（
や
ま
の　

あ
い
こ
じ
ぇ
ー
ん
）

（
学
）
山
野
学
苑
理
事
長

◇
出
田　

敬
三
（
い
で
た　

け
い
ぞ
う
）

（
学
）
御
船
学
園
理
事
長

◇
西
村　

清
（
に
し
む
ら　

き
よ
し
）

（
学
）
千
葉
黎
明
学
園
理
事
長

◇
田
嶋　

幸
三
（
た
し
ま　

こ
う
ぞ
う
）

（
公
財
）
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
会
長

◇
桑
波
田　

景
信
（
く
わ
は
た　

か
げ
の
ぶ
）

元
（
一
社
）
日
本
音
楽
出
版
社
協
会
会
長

◆
黄
綬
褒
章
・
9
名

◇
林　

茂
夫
（
は
や
し　

し
げ
お
）

松
清
本
店
（
資
）
代
表
社
員　

教
科
書
供
給
業

◇
髙
橋　

忠
彦
（
た
か
は
し　

た
だ
ひ
こ
）

雅
楽
装
束
師

◇
宮
岡　

哲
也
（
み
や
お
か　

て
つ
や
）

歌
舞
伎
小
道
具
製
作
技
術
者

◇
副
島　

重
喜
（
そ
え
じ
ま　

し
げ
き
）

陶
芸
製
作
技
術
者

◇
平
良　

清
子
（
た
い
ら　

き
よ
こ
）

染
織
製
作
技
術
者

◇
山
村　

文
子
（
や
ま
む
ら　

ふ
み
こ
）

染
織
製
作
技
術
者

◇
大
山　

昭
子
（
お
お
や
ま　

あ
き
こ
）

装
潢
師

◇
山
中　

功
（
や
ま
な
か　

い
さ
お
）

文
化
財
庭
園
保
存
技
術
者
（
庭
師
）

◇
和
田　

行
雄
（
わ
だ　

ゆ
き
お
）

文
化
財
石
垣
保
存
技
術
者

◆
緑
綬
褒
章
・
1
名

◇
内
山　

麻
子
（
う
ち
や
ま　

あ
さ
こ
）

社
会
教
育
奉
仕
者
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八
坂
神
社
本
殿
の
国
宝
指
定

文
化
庁
文
化
財
第
二
課

令
和
2
年
10
月
16
日
開
催
の
文
化
審
議
会
に
お
け
る
文

部
科
学
大
臣
へ
の
答
申
に
よ
り
、
八
坂
神
社
本
殿
が
国
宝

に
指
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
答
申
で
は

旧
札
幌
控
訴
院
庁
舎
な
ど
18
件
の
建
造
物
も
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
ま
す
。

一
　
国
宝
に
指
定
さ
れ
る
ま
で

文
化
財
保
護
法
は
、
国
が
指
定
す
る
文
化
財
の
う
ち

建
造
物
と
美
術
工
芸
品
を
有
形
文
化
財
と
分
類
し
て
い
ま

す
。有

形
文
化
財
の
指
定
に
は
、
国
宝
と
重
要
文
化
財
の
二

段
階
が
あ
り
、
重
要
文
化
財
の
う
ち
特
に
優
秀
な
も
の
を

国
宝
に
指
定
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

八
坂
神
社
本
殿
は
、
文
化
財
保
護
法
の
も
と
と
な
っ

た
古
社
寺
保
存
法
（
明
治
三
〇
年
制
定
）
に
よ
り
、
明
治

四
四
年
に
特
別
保
護
建
造
物
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
戦
後

の
文
化
財
保
護
法
の
施
行
に
よ
り
、
重
要
文
化
財
に
移
行

し
て
い
た
も
の
で
す
。
我
が
国
に
お
け
る
文
化
財
建
造
物

保
護
行
政
の
ご
く
初
期
か
ら
重
要
な
建
物
と
み
な
さ
れ
て

い
た
神
社
本
殿
と
い
え
ま
す
。

今
回
の
答
申
に
よ
り
、
重
要
文
化
財
（
建
造
物
）
は
二
、

五
二
三
件
の
五
、二
四
一
棟
、
う
ち
国
宝
（
建
造
物
）
は

二
二
八
件
の
二
九
一
棟
と
な
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
八
坂
神

社
が
所
在
す
る
京
都
府
内
を
み
る
と
、
重
要
文
化
財
は

二
九
八
件
の
六
九
八
棟
を
占
め
、
都
道
府
県
で
第
一
の
集

積
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
国
宝
は
五
二
件
の
七
三

棟
で
、
件
数
で
は
奈
良
県
（
六
四
件
）
に
次
い
で
第
二
位
、

棟
数
で
は
奈
良
県
（
七
一
棟
）
を
上
回
り
第
一
位
で
す
。

一
方
で
一
道
一
一
県
に
は
未い

ま

だ
国
宝
の
建
造
物
が
所
在
し

て
い
ま
せ
ん
（
各
都
道
府
県
の
国
指
定
文
化
財
の
景
況
は

文
化
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。）

https://w
w

w
.bunka.go.jp/seisaku/bunkazai/

shokai/shitei.htm
l

二
　
八
坂
神
社
の
由
緒

八
坂
神
社
は
京
都
市
街
の
中
心
部
を
東
西
に
延
び
る
四

条
通
の
東
端
に
位
置
し
ま
す
。
江
戸
時
代
ま
で
は
祇
園
社

と
称
し
、
疫
病
退
散
を
祈
願
す
る
祇
園
信
仰
の
総
本
社
と

し
て
崇
敬
を
集
め
て
い
ま
す
。
貞
観
一
八
年
（
八
七
六
）

に
奈
良
の
僧
円
如
が
堂
を
建
て
た
の
に
始
ま
る
と
い
い
、

元
慶
元
年
（
八
七
七
）
に
摂
政
藤
原
基
経
が
邸
宅
を
寄
進

し
た
と
も
伝
え
ま
す
。

八
坂
神
社
を
中
心
と
し
て
催
さ
れ
る
祇
園
祭
は
「
神
輿

渡
御
」
と
「
山
鉾
巡
行
」
か
ら
な
り
ま
す
が
、
神
輿
渡
御

は
天
延
二
年
（
九
七
四
）
に
祇
園
社
か
ら
大
政
所
旅
所
へ

渡
御
し
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
ま
す
。
山
・
鉾
な
ど
風
流

の
巡
行
は
室
町
時
代
に
加
わ
り
ま
し
た
。
祇
園
祭
は
応
仁

の
乱
で
一
時
中
断
し
ま
し
た
が
、
明
応
九
年
（
一
五
〇
〇
）

に
は
復
興
し
、
以
後
は
祇
園
社
と
京
の
人
々
に
よ
っ
て
継

承
さ
れ
、
夏
の
疫
病
除
け
の
祭
り
と
し
て
全
国
に
普
及
し

て
い
ま
す
。
山
鉾
巡
行
は
平
成
二
一
年
に
「
京
都
祇
園
祭

の
山
鉾
行
事
」
と
し
て
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関

（
U
N
E
S
C
O
）
の
無
形
文
化
遺
産
の
代
表
一
覧
表
に

記
載
さ
れ
、
平
成
二
八
年
の
再
提
案
に
よ
り
全
国
の
三
三

祭
か
ら
な
る
「
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
」
と
し
て
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

八坂神社本殿　外観（南西から） 写真提供：京都府文化財保護課

https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkazai/shokai/shitei.html
https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkazai/shokai/shitei.html
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八
坂
神
社
の
本
殿
は
何
度
か
造
り
替
え
ら
れ
ま
し
た
が
、

現
在
の
社
殿
は
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
の
焼
失
後
、
四

代
将
軍
家
綱
の
命
に
よ
っ
て
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
に

再
建
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
後
の
修
理
は
江
戸
幕
府
の

支
援
を
離
れ
ま
す
。
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
の
修
理
で

は
資
金
の
不
足
を
氏
子
町
の
寄
進
で
補
い
ま
し
た
。
明
和

八
年
（
一
七
七
一
）の
修
理
で
は
山
町
・
鉾
町
が
寄
付
集
め

に
協
力
し
ま
し
た
。
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
に
は
神
輿

渡
御
を
担
う
轅
町
が
修
理
を
直
接
運
営
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
江
戸
時
代
中
期
以
降
、
八
坂
神
社
本
殿
は
祇
園

祭
に
関
わ
る
人
々
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
き
た
の
で
す
。

三
　
八
坂
神
社
本
殿
の
特
徴

八
坂
神
社
本
殿
の
建
築
的
な
特
徴
は
、
そ
の
内
部
空

間
の
複
雑
さ
と
規
模
に
あ
り
ま
す
。
本
殿
の
中
心
部
に
は

内
々
陣
が
あ
り
、
床
板
を
高
く
張
り
、
南
を
正
面
に
三
戸

の
扉
を
並
べ
て
神
座
と
し
、
中
央
に
素
戔
嗚
尊
、
東
に
妻

の
櫛
稲
田
姫
命
、
西
に
そ
の
子
で
あ
る
八
柱
御
子
神
を
祀ま

つ

り
ま
す
。
こ
の
正
面
に
板
敷
き
の
内
陣
が
つ
き
、
東
西
の

脇
間
と
と
も
に
建
物
の
中
核
部
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
こ

の
四
周
を
囲
む
板
間
を
外
陣
と
し
ま
す
。
外
陣
の
正
面
側

は
神
職
の
祭
式
の
場
に
な
り
ま
す
が
、
側
面
と
背
面
は
通

路
空
間
で
す
。
外
陣
の
前
面
い
っ
ぱ
い
に
取
り
付
く
礼
堂

は
、
表
側
半
分
に
畳
を
敷
き
込
ん
で
、
参
拝
者
の
座
と
な

り
ま
す
。
こ
こ
ま
で
が
大
き
な
入
母
屋
造
の
檜ひ

わ
だ
ぶ

皮
葺
き
の

屋
根
に
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。
礼
堂
の
正
面
に
は
縁
を
張
り

出
し
て
木
階
を
設
け
、
こ
れ
を
覆
う
よ
う
に
屋
根
を
葺
き

下
ろ
し
て
向
拝
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
外
観
は
寺
院
本
堂
に
も
似
て
い
ま
す
が
、

八
坂
神
社
本
殿
は
東
西
の
両
側
面
と
北
背
面
で
軒
下
か
ら

檜ひ

わ

だ

ぶ

皮
葺
き
の
庇ひ

さ
し

を
延
ば
し
て
い
て
独
特
で
す
。
西
の
庇ひ

さ
し

の

内
部
は
畳
敷
き
の
小
部
屋
に
区
画
し
て
参
拝
者
の
待
合
い

に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
東
の
庇ひ

さ
し

も
畳
敷
き
の
小
部
屋
が

神
職
の
控
え
の
間
と
な
り
、
北
端
に
は
装
束
を
収
納
す
る

納
戸
が
あ
り
ま
す
。
北
の
庇ひ

さ
し

は
板
敷
き
で
、
祭
具
置
場
に

使
い
、
背
面
の
突
出
部
分
に
は
流
し
が
あ
っ
て
神し

ん
せ
ん饌

を
調

え
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
中
核
部
分
の
廻ま

わ

り

に
外
へ
外
へ
と
空
間
を
加
え
る
の
は
、
平
安
時
代
の
建
物

の
拡
大
方
法
を
彷ほ

う

彿ふ
つ

さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
多
様
な
空
間
が

附
加
さ
れ
る
様
子
は
，
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
の
寺
院

建
築
の
発
展
と
並
行
す
る
も
の
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

八
坂
神
社
本
殿
の
も
う
一
つ
の
特
徴
が
立
派
な
棚
の
存

在
で
す
。
内
々
陣
の
正
面
い
っ
ぱ
い
に
黒
漆
塗
の
棚
が
造

り
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
内
陣
正
面
に
も
棚
が
付

け
ら
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
は
剣
紋
と
巴
紋
で
飾
っ
て
い
ま

す
。
多
種
多
様
な
供
物
を
並
べ
る
た
め
の
装
置
を
建
物
が

備
え
る
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
在
は
内
々
陣
前

と
内
陣
前
の
二
つ
の
棚
を
備
え
て
い
ま
す
が
、
一
四
世
紀

の
本
殿
を
描
く
と
考
え
ら
れ
て
い
る
「
祇
園
社
本
殿
指
図
」

（
八
坂
神
社
蔵
）で
は
さ
ら
に
外
側
の
外
陣
正
面
に
も
大
き

な
棚
が
み
え
ま
す
。
現
在
の
八
坂
神
社
本
殿
は
江
戸
時
代

前
期
の
建
立
で
す
が
、
こ
の
建
物
の
形
は
鎌
倉
時
代
に
は

成
立
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
す
。
建
物
の
側
面
と
背

面
に
庇ひ

さ
し

を
付
け
加
え
る
こ
と
、
建
物
の
内
部
に
様
々
な
機

能
の
部
屋
を
取
り
込
む
こ
と
、
造
り
付
け
の
棚
を
祭
式
の

装
置
と
し
て
備
え
る
こ
と
な
ど
、
中
世
の
信
仰
と
建
築
の

形
の
関
係
を
よ
く
示
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
が
江
戸
時
代

前
期
に
幕
府
の
直
轄
事
業
で
建
立
さ
れ
た
現
本
殿
に
ま
で

踏
襲
さ
れ
た
こ
と
は
、
我
が
国
の
建
築
歴
史
の
上
で
高
い

価
値
を
有
し
て
い
ま
す
。
八
坂
神
社
本
殿
が
万
民
の
願
い

で
あ
る
疫
病
退
散
を
祈
る
祇
園
祭
を
担
う
人
々
に
よ
っ
て

今
日
ま
で
維
持
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
は
深
い
文
化
史
的
意

義
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

四
　
祇
園
祭
と
と
も
に

今
回
の
答
申
で
は
、
本
殿
の
国
宝
指
定
に
加
え
、
境
内

に
あ
る
摂
社
・
末
社
の
社
殿
や
、
舞
殿
・
神
輿
庫
な
ど
の
付

属
建
物
、
さ
ら
に
は
市
中
に
あ
る
旅
所
の
社
殿
ま
で
重
要

文
化
財
に
追
加
し
て
指
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
摂

社
・
末
社
は
、
社
殿
の
側
背
面
に
庇ひ

さ
し

を
付
け
た
り
、
供
物

の
た
め
の
棚
を
強
調
し
た
り
と
本
社
の
特
徴
を
そ
れ
ぞ
れ

に
取
り
入
れ
、
結
果
と
し
て
一
体
感
の
あ
る
境
内
景
観
を

実
現
し
て
い
ま
す
。
同
じ
よ
う
な
工
夫
は
、
祇
園
祭
で
神

輿
が
渡
御
す
る
旅
所
の
社
殿
に
も
み
ら
れ
ま
す
。
八
坂
神

社
ら
し
さ
を
目
指
し
た
他
に
類
の
な
い
建
物
群
が
そ
こ
に

あ
り
ま
す
。
是
非
現
地
を
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

八坂神社本殿　内陣前の棚（南東から）
写真提供：京都府文化財保護課
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工
芸
文
化
の
魅
力
を
発
信
～
国
立
工
芸
館
開
館
～国

立
工
芸
館
（
東
京
国
立
近
代
美
術
館
工
芸
館
）

国
立
工
芸
館
は
、
皇
居
の
ほ
と
り
か
ら
、
工
芸
の
ま
ち

の
中
へ
移
転
し
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
工
芸

文
化
の
魅
力
を
広
く
世
界
に
届
け
ま
す
。

国
立
工
芸
館
と
は

令
和
2
年
10
月
25
日
、
東
京
国
立
近
代
美
術
館
工
芸
館

は
通
称
を
国
立
工
芸
館
と
し
て
、
皇
居
の
ほ
と
り
北
の
丸

公
園
か
ら
、
工
芸
の
ま
ち
石
川
県
金
沢
市
に
、
移
転
開
館

し
ま
し
た
。

こ
の
移
転
は
、
地
方
創
生
施
策
の
一
環
と
し
て
、
政
府

関
係
機
関
が
地
方
へ
移
転
す
る
流
れ
の
中
で
、
石
川
県
と

金
沢
市
が
東
京
国
立
近
代
美
術
館
工
芸
館
を
誘
致
し
た
い

と
す
る
提
案
に
よ
り
実
現
し
ま
し
た
。
当
初
は
2
0
2
0

年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開

会
前
と
な
る
7
月
中
旬
に
移
転
開
館
す
る
予
定
で
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
開
館
延

期
と
な
り
、
秋
を
感
じ
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

移
転
し
た
場
所
は
日
本
三
名
園
の
一
つ
、
兼
六
園
の
目

と
鼻
の
先
で
、
金
沢
市
内
の
文
化
ゾ
ー
ン
と
し
て
知
ら
れ
る

兼
六
園
周
辺
文
化
の
森
の
中
に
あ
る
本
多
の
森
公
園
に
な

り
ま
す
。
周
り
に
は
工
芸
・
美
術
に
関
連
す
る
美
術
館
や

博
物
館
な
ど
の
施
設
の
ほ
か
、
金
沢
城
な
ど
の
文
化
遺
産

も
多
数
あ
り
、
正
に
「
工
芸
の
ま
ち
」の
ど
真
ん
中
で
す
。

そ
も
そ
も
東
京
国
立
近
代
美
術
館
工
芸
館
は
1
9
7
7

年
に
、
東
京
都
千
代
田
区
に
開
館
し
た
日
本
で
唯
一
の
工

芸
を
専
門
と
す
る
国
立
美
術
館
で
す
。
陶
磁
、
ガ
ラ
ス
、

漆
工
、
木
工
、
竹
工
、
染
織
、
金
工
、
人
形
、
そ
し
て
デ

ザ
イ
ン
な
ど
、
全
国
各
地
か
ら
集
め
ら
れ
た
明
治
以
降
の

秀
作
を
収
集
・
保
管
し
、
40
年
以
上
に
渡
り
展
示
事
業
や

教
育
普
及
事
業
な
ど
を
通
し
て
、
国
民
に
工
芸
文
化
の
す

ば
ら
し
さ
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

1
9
7
7
年
の
開
館
以
来
の
こ
う
し
た
活
動
は
、

1
9
7
6
年
9
月
に
発
表
さ
れ
た
「
工
芸
館
（
仮
称
）
設

置
基
本
構
想
」
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
、
基
本
的
に
は
石
川
・

金
沢
へ
の
移
転
後
も
変
わ
ら
ず
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
基
本
構
想
に
は
、「
近
代
お
よ
び
現
代
に
お
け
る
工

芸
に
つ
い
て
、
調
査
研
究
を
基
礎
と
し
、
そ
の
優
秀
な
作

品
な
ら
び
に
関
連
す
る
資
料
を
収
集
し
、
保
管
し
、
展
示

し
、
併
せ
て
普
及
広
報
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
工
芸

の
作
家
お
よ
び
研
究
者
の
研
究
に
資
し
、
工
芸
に
対
す
る

国
民
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
わ
が
国
の
工
芸
に
対

す
る
世
界
の
人
々
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」

と
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
構
想
の
段
階
か
ら
、

近
代
か
ら
現
代
に
い
た
る
工
芸
の
収
集
と
保
管
、
展
示
、

調
査
研
究
、
広
報
普
及
が
一
体
と
な
っ
た
事
業
の
展
開
を

目
指
し
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
当

時
の
館
長
が
言
い
残
し
た
「
伝
統
工
芸
に
か
た
よ
ら
な
い
、

現
代
工
芸
の
殿
堂
に
し
て
い
き
た
い
」
と
す
る
言
葉
に
も
、

開
館
当
初
か
ら
続
く
工
芸
館
の
工
芸
に
対
す
る
思
い
が
表

現
さ
れ
て
お
り
、
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
た
国
立
工
芸
館
に
も

引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

国立工芸館 外観　撮影：太田拓実
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建
物
と
展
示

新
た
な
工
芸
館
の
建
物
と
し
て
選
ば
れ
た
の
は
、
明

治
時
代
に
建
て
ら
れ
た
旧
陸
軍
第
九
師
団
司
令
部
庁
舎

（
1
8
9
8
年
建
造
、
写
真
左
）
と
、
旧
陸
軍
金
沢
偕
行

社
（
1
9
0
9
年
建
造
、
写
真
右
）
で
す
。
旧
司
令
部
庁

舎
は
、
師
団
司
令
部
の
執
務
室
と
し
て
、
ま
た
旧
偕
行
社

は
、
将
校
の
社
交
場
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
と
い
い
ま
す

が
、
工
芸
館
で
は
司
令
部
庁
舎
を
展
示
棟
と
し
て
、
偕
行

社
を
管
理
棟
と
し
て
移
築
整
備
し
、
二
つ
の
建
物
の
間
に

は
ガ
ラ
ス
張
り
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
を
新
た
に
設
け
て
い
ま
す
。

建
物
の
窓
枠
な
ど
の
外
観
は
改
修
に
伴
う
調
査
で
判
明
し

た
建
設
当
時
の
色
が
再
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

展
示
棟
の
1
階
か
ら
2
階
に
わ
た
る
ス
ペ
ー
ス
に
は
、
所

蔵
作
品
展
や
企
画
展
を
行
う
展
示
室
が
3
室
と
、
テ
ー
マ

を
持
っ
た
展
示
ス
ペ
ー
ス
が
3
室
あ
り
ま
す
。
一
方
、
管

理
棟
の
2
階
に
は
旧
工
芸
館
に
は
な
か
っ
た
多
目
的
室
を

3
室
設
け
、
講
演
会
や
レ
ク
チ
ャ
ー
を
は
じ
め
、
各
種
の
イ

ベ
ン
ト
で
の
活
用
を
考
え
て
い
ま
す
。

「
工
芸
と
で
あ
う
」

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
か
ら
入
っ
て
最
初
に
工
芸
館
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
と
出
合
う
場
所
、
そ
れ
が
「
工
芸
と
で
あ
う
」
で

す
。
工
芸
館
を
楽
し
む
プ
ロ
ロ
ー
グ
的
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。
こ
こ
に
は
、
作
品
の
画
像
を
超
高
精
細
8
K
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
に
映
し
出
す
デ
ジ
タ
ル
鑑
賞
シ
ス
テ
ム
を
設
置

し
、
作
品
の
全
体
や
細
部
を
観み

な
が
ら
、
工
芸
作
品
に
触

れ
る
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

「
松
田
権
六
の
仕
事
場
」

2
階
に
は
「
漆
聖
」
と
う
た
わ
れ
た
金
沢
市
出
身
の
文

化
勲
章
受
章
者
で
漆
芸
家
の
松
田
権
六
（
1
8
9
6
〜

1
9
8
6
）
を
紹
介
す
る
「
松
田
権
六
の
仕
事
場
」
が
あ

り
ま
す
。
東
京
都
文
京
区
に
あ
っ
た
自
宅
の
工
房
を
移
設

し
た
も
の
で
、
正
に
松
田
の
手
に
よ
る
名
品
の
数
々
が
生

み
出
さ
れ
た
場
所
と
な
り
ま
す
。
絵
筆
や
彫
刻
刀
な
ど
の

愛
用
し
た
道
具
、
貝
や
金
粉
な
ど
の
蒔ま

き

絵え

の
材
料
の
ほ
か
、

作
品
の
構
想
段
階
で
描
い
た
ス
ケ
ッ
チ
や
図
案
な
ど
も
展
示

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
松
田
の
人
間
国
宝
と
し
て
の

技
術
を
記
録
と
し
て
保
存
し
た
映
像
も
あ
り
、
漆
芸
フ
ァ

ン
な
ら
ず
と
も
、
必
見
の
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
芽
の
部
屋
」

松
田
権
六
の
足
跡
を
展
示
紹
介
し
て
い
る
同
じ
2
階
に

は
、
次
世
代
の
工
芸
作
家
を
発
掘
・
紹
介
す
る
目
的
で
設

置
し
た
「
芽
の
部
屋
」
が
あ
り
ま
す
。
作
り
付
け
の
展
示

ケ
ー
ス
が
な
い
壁
と
床
だ
け
の
空
間
で
、
若
手
の
自
由
な

発
想
に
よ
る
展
示
を
は
じ
め
、
ま
だ
作
品
に
も
な
ら
な
い

資
料
的
な
も
の
な
ど
、
様
々
な
工
芸
作
品
や
作
品
的
な
も

の
の
紹
介
を
考
え
て
い
ま
す
。

今
回
、
こ
の
芽
の
部
屋
を
使
用
し
て
開
館
記
念
展
Ⅰ
と

併
設
し
て
開
催
し
て
い
る
「
12
名
の
工
芸
・
美
術
作
家
に
よ

る
新
作
制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、「
茶
の
湯
」
を
テ
ー
マ

に
、
今
の
時
代
を
感
じ
さ
せ
る
茶ち

ゃ

碗わ
ん

や
水
指
、
茶
器
、
釜

な
ど
の「
茶
の
湯
の
う
つ
わ
」
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
資
金
を
調
達
す
る
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
集
め
た
お
金
を
購
入
費
に
充
て
た
作

品
群
と
な
り
ま
す
。
日
本
の
工
芸
の
発
展
と
深
く
関
わ
り

の
あ
る
茶
の
湯
の
う
つ
わ
を
通
し
て
、
若
手
作
家
の
作
品

に
対
す
る
思
い
や
考
え
を
示
そ
う
と
企
画
し
た
も
の
で
す
。

今
後
は
、
こ
れ
ら
茶
の
湯
の
う
つ
わ
を
使
用
し
た
茶
会
や

実
際
に
作
品
に
触
れ
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
計
画
し
て
い
く
予

定
で
す
。

2F多目的室　写真：太田拓実

松田権六の仕事場　写真：太田拓実

「茶の湯のうつわ」による茶室展示



19文部科学広報　No.253　2020年 12月号

令
和
２-

３
年
度
「
文
化
庁
文
化
交
流
使
」
指
名
書
交
付
式

文
化
庁
文
化
経
済
・
国
際
課

日
本
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
芸
術
家
、
文
化
人
等
を
海
外

へ
派
遣
す
る
「
文
化
庁
文
化
交
流
使
事
業
」。
令
和
２-

３

年
度
は
、
新
た
に
六
名
を
指
名
し
、
指
名
書
交
付
式
を
開

催
し
ま
し
た
。

文
化
庁
は
、
令
和
2

-

3
年
度
「
文
化
庁
文
化
交
流

使
」
と
し
て
、
新
た
に
六
名
の
指
名
を
決
定
し
、
令
和
二

年
十
月
二
十
九
日
、
霞
山
会
館
に
て
指
名
書
交
付
式
を
行

い
ま
し
た
。

「
文
化
庁
文
化
交
流
使
事
業
」
は
、
芸
術
家
、
文
化
人

等
、
文
化
に
携
わ
る
人
々
を
「
文
化
交
流
使
」
に
指
名

し
、
世
界
の
人
々
の
日
本
文
化
へ
の
理
解
の
深
化
並
び
に

日
本
と
海
外
の
文
化
人
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
つ

な
が
る
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
15
年
度
の
創
設
よ
り
、
本
年
度
で
十
八
年
目
を
迎

え
、
令
和
元
年
度
ま
で
に
、
伝
統
音
楽
や
舞
台
芸
術
、
生

活
文
化
や
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
い
っ
た
多
様
な
分
野

で
活
躍
す
る
芸
術
家
、
文
化
人
等
延
べ
百
四
十
三
名
と

二
十
六
団
体
を
、
八
十
八
か
国
へ
派
遣
し
ま
し
た
。

文
化
交
流
使
の
具
体
的
な
活
動
は
、
一
定
期
間
海
外

に
滞
在
の
上
で
、
日
本
の
文
化
に
関
す
る
講
演
、
講
義
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
実
演
、
ま
た
、
現
地
の
芸
術
家
・
文

化
人
等
と
の
共
同
制
作
な
ど
を
行
う
と
い
う
も
の
で
す
。

本
年
度
中
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に

よ
り
、
海
外
で
の
活
動
が
十
分
に
行
え
る
状
況
に
な
い
こ

と
か
ら
、
今
般
指
名
さ
れ
た
文
化
交
流
使
の
活
動
期
間

は
、
令
和
三
年
度
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
地
で
の
活

動
は
来
年
度
以
降
に
な
る
見
通
し
で
す
が
、
今
年
度
中
も

オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
日
本
文
化
発
信
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
き
ま
す
。

指
名
書
交
付
式
に
は
、
対
面
及
び
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加

し
た
文
化
交
流
使
の
ほ
か
、
外
務
省
、
国
際
交
流
基
金
等

か
ら
約
二
十
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

指
名
書
を
交
付
し
た
宮
田
亮
平
文
化
庁
長
官
は
、「
コ

ロ
ナ
が
収
束
し
た
際
に
は
、
日
本
の
文
化
芸
術
の
力
を
世

界
に
示
す
チ
ャ
ン
ス
を
再
び
迎
え
ら
れ
る
は
ず
。
海
外
で

の
活
動
再
開
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。」

と
、
激
励
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

今
回
新
た
に
指
名
さ
れ
た
文
化
交
流
使
は
次
ペ
ー
ジ
の

と
お
り
で
す
。
文
化
交
流
使
の
紹
介
や
活
動
は
、
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
とF

acebook

で
も
随
時
発
信
し
て
お

り
ま
す
。
是
非
、
御
覧
く
だ
さ
い
。

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

http://culturalenvoy.jp/

【F
acebook

】

http://w
w

w
.facebook.com

/JapanCulturalEnvo
yForum

http://www.facebook.com/JapanCulturalEnvoyForum
http://www.facebook.com/JapanCulturalEnvoyForum
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氏名・プロフィール 活動地域
（予定）

活動期間
（予定） 主な活動内容（予定）

おおた　そうたつ

欧州、アジア 約2か月

茶、和菓子、歌、京文化、比較文化等、幅広い分野で講演、
実演、展示を行ってきた経験を活

い

かし、各地のニーズを踏
まえ、交流活動を行う。茶会を開催するほか、現地研究者
と共同で文化イベントを実施。日本文化への理解を深め、
海外の文化人とのネットワークを形成する。

太田　宗達

公益財団法人有斐斎弘道
館代表理事、有職菓子御
調進所老松主人、茶人、工
学博士

おちあい　よういち

アジア、北米、
中南米、大洋
州

通算約1か月

世界各国の文化施設やギャラリーでアート展覧会を開催予
定。また、カンファレンスやフェスティバルへの視察・出
展を行い、アート関係者とのネットワーク構築と日本のメ
ディアアートの発信を行う。オンラインによる講演・ワーク
ショップの実施、作品展示等を検討中。

落合　陽一

メディアアーティスト

きたむら　あきこ

欧州、アジア、
中東、中南米、
大洋州

通算約1～2
か月

舞踊表現活動について、講習会、コラボレーション、情報
交換・交流などを教育機関、文化施設、アーティストら等
を対象に行う。講習会では、実技中心のダンスワークショッ
プ、レクチャーなど現地のニーズに応じて実施する。ワー
クショップでは独自の創作活動の紹介を踏まえた、現地の
ダンサー、振付家らの技術向上に繋

つな

がる内容を、レクチャー
については、一般の参加者から専門家の方々まで、わかり
やすく刺激ある内容とし、日本の舞踊領域の現在や身体表
現を中心とする芸術文化の情報発信を行う。

北村　明子

振付家・ダンサー、信州大
学人文学部 准教授

しだ　まき

アジア、北米、
欧州

通算約2～3
か月

世界各地における公演の経験を活
い

かし、大学等の教育機関
や文化施設において琉球舞踊や琉球文化の魅力発信と普
及のためのレクチャー・デモンストレーション、ワークショッ
プを行う。また、琉球舞踊と現地の古典舞踊等とのコラボ
レーションや公演を検討する。

志田　真木

琉球舞踊家、琉球舞踊重
踊流二世宗家

とうしゃ　すいほう

欧州 約2か月

日本の伝統芸能「歌舞伎」に関連する音楽を中心に、篠
笛・能管という楽器の役割や特徴を紹介する。実演では笛
の独奏によって楽器の音色を深く鑑賞してもらう事を主眼
とし、それに併せて「能楽」などの様々な他の芸能との関
連を解説する。また、訪問国の現地アーティストとのコラ
ボレーションも行う。

藤舎　推峰

邦楽笛演奏家

よしかわ　じゅいち

アジア、欧州、
中東、アフリカ 約2か月

日本語学習者や芸術学部の学生を対象として、様々なアー
ティストや企業とのコラボレーションにおいての観点や考
えについて講演や「書」についての意見交換を行う。同時
に、ワークショップを行い、参加者自らが体験のできる機会
を多く設ける。また、工芸品とSYOINGのコラボレーショ
ンや、書道の文化を持つ国においては、現地の書道家とコ
ラボレーションした共同制作を検討する。
※SYOING…書のパフォーマンス

吉川　壽一

SYOINGアーティスト

写真：大洞博靖

©choyoryu

©蜷川実花
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学
び
を
通
じ
た
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
支
援
促
進
事
業
　

中
間
報
告
会

○
事
業
の
背
景

平
成
22
年
の
国
勢
調
査
に
お
い
て
、
20
歳
か
ら
39
歳
の

う
ち
、
最
終
学
歴
が
中
学
卒
業
程
度
の
者
が
約
1
4
3
万

人
と
学
校
卒
業
者
の
約
5
%
に
相
当
す
る
と
い
う
結
果
が

出
ま
し
た
。

ま
た
、
高
校
卒
業
資
格
が
な
い
こ
と
に
よ
り
、
就
職
活

動
に
お
け
る
求
人
情
報
や
、
大
学
等
へ
の
進
学
機
会
が
限

ら
れ
、
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
も
影
響
が
生
じ
る
た
め
高

卒
資
格
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
者
も
約
8
割
程
度

い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
で
、
高
校
中
退
者
や
、
高
校
等
へ
の

未
進
学
者
に
対
し
て
、
都
道
府
県
や
、
市
区
町
村
に
お
い

て
も
十
分
な
対
象
者
の
捕
捉
が
で
き
て
お
ら
ず
、
支
援
体

制
も
十
分
と
は
言
え
な
い
状
況
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

多
く
の
自
治
体
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
現
状
や
、
課
題
を

認
識
し
つ
つ
も
予
算
確
保
の
観
点
や
、
支
援
に
関
す
る
ノ

ウ
ハ
ウ
を
有
し
て
い
な
い
等
、
対
応
が
難
し
い
と
い
う
状
況

が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
や
課
題
を
踏
ま
え
、「
学
び
を
通
じ
た
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事
業
（
以
下
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事
業
）」
が

平
成
29
年
度
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。

○
中
間
報
告
会
の
概
要

本
年
度
（
令
和
2
年
度
）
は
高
知
県
、
札
幌
市
、
島
根

県
益
田
市
の
3
自
治
体
に
事
業
委
託
し
、
特
に
訪
問
型

支
援
の
活
用
や
、
I
C
T
を
活
用
し
た
学
習
支
援
な
ど
、

様
々
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
高
校
中
退
者
等
に
対
し
て
、

よ
り
個
に
応
じ
た
丁
寧
で
き
め
細
か
な
相
談
・
学
習
支
援

を
進
め
る
た
め
の
モ
デ
ル
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
令
和
2
年
度
に
受
託
さ
れ
て
い
る
3
自
治
体
の

進
捗
状
況
の
報
告
を
中
心
と
し
た
中
間
報
告
会
を
令
和
2

年
11
月
26
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

当
日
は
聴
講
者
と
し
て
33
の
自
治
体
・
団
体
に
も
御
参

加
い
た
だ
き
、
高
校
中
退
者
等
へ
の
学
習
相
談
・
支
援
に
つ

い
て
理
解
と
関
心
を
深
め
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
し
た
。

○
高
知
県
の
中
間
報
告

（
取
組
の
ポ
イ
ン
ト
）

・ 

教
育
委
員
会
事
務
局
・
福
祉
部
局
等
と
情
報
連
携
を
図

る
「
学
習
相
談
・
学
習
支
援
」
検
討
会
の
開
催
に
よ
り

高
卒
認
定
試
験
実
施
状
況
や
支
援
対
象
者
の
捕
捉
、
関

係
機
関
と
の
連
携
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
て
い

る
。

・ 

地
区
別
連
絡
会
（
県
内
6
箇
所
）
の
開
催
や
、
市
町
村

教
育
委
員
会
へ
の
聞
き
取
り
調
査
に
よ
り
、
サ
ポ
ス
テ
へ

の
誘
導
を
図
っ
て
い
る
。

・ 「
若
者
は
ば
た
け
ネ
ッ
ト
」
に
よ
り
、
中
学
卒
業
時
及
び

高
校
中
退
時
の
進
路
未
定
者
の
情
報
を
「
同
意
書
」「
個

人
情
報
票
」
に
て
収
集
し
、
サ
ポ
ス
テ
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ

を
実
施
し
支
援
に
つ
な
げ
て
い
る
。

学
び
を
通
じ
た
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
支
援
促
進
事
業

～
中
間
報
告
会
～

文
部
科
学
省
総
合
教
育
政
策
局
生
涯
学
習
推
進
課

・対象：高等学校未卒の20歳から39歳及び市在住の15歳から19歳の高等
学校未卒の社会的自立に困難を抱える若者（高卒認定未取得）
・若者サポートステーション（以下、サポステ）の利用者を対象に、学習相談
員（サポステスタッフ）及び学習支援員による、個別及び少人数での学習
相談、学習支援を実施。
・高卒認定試験合格後においても継続した支援をサポステ事業で実施。

（（高高知知県県教教育育委委員員会会））

・国公私立高等学校中途退学者数334人、比率1.7％（全国平均1.4％）、全国ワースト6位（Ｈ31.3月末現在）
　Ｒ元年度の国公私立高等学校中途退学者数271人、比率1.5％（全国平均1.3％）。中途退学の理由の上位３項目は、「学校生活・学業不適応」（38.0％）、
「進路変更」（29.5％）、「学業不振」（7.4％）となっている。
・本県の若者サポートステーション事業の累積登録者数3,033人のうち、48.3％の1,465人が高校未卒である。（H19～R元年度累積）
・就労・修学など社会的自立を目指す上で、多くの困難を抱えている。

１１．．取取組組をを実実施施ししたた背背景景（（解解決決すすべべきき地地域域のの課課題題・・目目的的））

２２．．実実施施内内容容

・前年度からの在籍者数６０名、Ｒ２年度新規登録者数37名（10月末現在）
・学習相談延べ614件、実人数87名、　学習支援延べ270件、実人数26名
・第１回高卒認定試験受験者数10名（県全体65名）、合格者数２名
　第2回高卒認定試験受験者数21名（県全体94名）、
・就労決定17名（正規１、非正規16）、修学８名（進学５、復学１、高認２）
　リファー（他機関への誘導）２名、その他支援終了４名

・より多くの支援対象者の捕捉及び学習相談・学習支援への誘導

・高卒認定受験者数及び合格率の向上

　　高卒認定取得の有用性の周知、学習支援への参加頻度の向上

　　　（参加者の状況に応じた働きかけと学習習慣の獲得支援）

・タブレットやＰＣ、モニタの活用など活用教材にあわせた支援が必要。

７７．．課課題題・・今今後後のの展展開開

・３密を避ける工夫が必要であり、相談や学習のためにビニールついたて
の設置や、複数人の指導においては個人間の距離がとれる場所の設定
などを行った。
・学習支援日程の伝達のため、LINEを活用して連絡を交わすことがある。

３３．．ココロロナナ禍禍ににおおけけるる課課題題・・課課題題にに対対すするる対対応応方方法法
（（ICTやや遠遠隔隔授授業業のの活活用用等等））

６６．．実実施施にによよりり得得らられれたた成成果果・・効効果果

・教育委員会事務局・福祉部局等と情報連携を図る「学習相談・学習支援」
検討会の開催により高卒認定試験実施状況や支援対象者の捕捉、関係
機関との連携などについて意見交換を行っている。

・地区別連絡会（県内６箇所）の開催や、市町村教育委員会への聞き取り
調査により、サポステへの誘導を図っている。

・関係機関を訪問しサポステ利用への誘導を行っている。

４４．．対対象象者者のの捕捕捉捉ののたためめのの工工夫夫（（例例：：教教育育部部局局・・福福祉祉部部
局局のの情情報報連連携携、、アアウウトトリリーーチチ等等））

・高等学校等との連携による支援対象者の誘導
　　「若者はばたけネット」により、中学卒業時及び高校中退時の進路未定
者の情報を「同意書」「個人情報票」にて収集し、サポステからアプローチ
を実施し支援につなげる。
　学校を会場とした個別相談、セミナー実施等による周知・誘導
・サポステ利用者から高校未卒の支援対象者を捕捉
・サポステによる出張相談会の開催（県ツイッター発信）

５５．．対対象象者者へへのの広広報報・・周周知知のの方方法法(利利用用者者をを集集めめたた方方法法））
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○
札
幌
市
の
中
間
報
告

（
取
組
の
ポ
イ
ン
ト
）

・ 

市
内
の
学
習
支
援
に
関
わ
る
複
数
の
団
体
に
よ
る
サ

ポ
ー
ト
チ
ー
ム「
さ
っ
ぽ
ろ
学
び
な
お
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

を
作
り
、
各
団
体
か
ら
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
人
材
が
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
参
加
。

　

 

若
者
の
自
立
を
総
合
的
に
支
援
す
る
市
内
5
館
の「
若

者
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー
・
若
者
活
動
セ
ン
タ
ー
」
及
び
協

力
団
体
拠
点
に
て
実
施
。

・ 

中
学
校
・
高
等
学
校
へ
の
訪
問
、
さ
っ
ぽ
ろ
子
ど
も
・
若

者
支
援
地
域
協
議
会
、
中
高
生
の
居
場
所
で
あ
る
児
童

会
館
（
児
童
館
）
な
ど
へ
事
業
周
知
、
情
報
提
供
を
働

き
か
け
。

・ 

一
人
一
人
の
学
力
や
目
標
に
合
わ
せ
て
、
使
用
教
材
の

選
定
及
び
学
習
計
画
を
立
案
し
、
週
1
回
・
2
時
間
の

学
習
支
援
を
実
施
。

・ 

試
験
前
後
に
は
す
べ
て
の
参
加
者
に
つ
い
て
ケ
ー
ス
検
討

を
行
い
、
合
格
に
向
け
た
学
習
プ
ラ
ン
を
確
認
し
な
が

ら
支
援
に
当
た
る
。

・ 

希
望
に
応
じ
、
メ
ー
ル
や
S
N
S（
L
I
N
E
）
を
活

用
し
た
学
習
相
談
・
学
習
支
援
も
実
施
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
拡
大
に
伴
う
施
設
休
館
時
に
も
活
用
）。
合
格

後
も
、
次
の
進
路
に
向
け
た
支
援
や
見
守
り
を
継
続
。

写真①

支援内容
・県内５カ所（２サテライト含む）にある若者サポートステーショ
  ンにて、利用者を対象に、学習相談及び学習支援を実施。
・利用者の希望・特性に応じて、少人数制または個別での支
  援を実施。週1・2回の定期的な開催と個別対応による日時
  を指定しての開催。
・学習内容は小中学校レベルから高卒認定対応レベルとなる。
  ケースによっては資格取得などに向けた支援も行う。

８８．．実実施施体体制制

写真①

【学習支援［こうち若者サポートステーション］】

【学習支援［なんこく若者サポートステーション］】

支
援
対
象
者

　

修
学
（
進
学
・
復
学
・
高
卒
認
定
）
　

　
就
労
（
正
規
・
非
正
規
・
職
業
訓
練
）

学
校

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

若者サポートステーション
 

☆修学支援　
(学習相談・学習支援)
 ○就労支援

利用者の動き【誘導】 中退者等情報

業務運営委員会
「学習相談・学習支援」

検討会

その他支援団体など
（誘導・相互リファー）

写真③

【学習支援［はた若者サポートステーション］】

生涯学習課

SNS LINE

LINE

103

21
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○
島
根
県
益
田
市
の
中
間
報
告

（
取
組
の
ポ
イ
ン
ト
）

・ 
社
会
教
育
課
担
当
と
志
塾
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル（
再
委
託

先
）
で
、
公
立
高
校
2
校
、
私
立
高
校
2
校
、
公
立
養

護
学
校
1
校
で
実
施
。
不
登
校
や
中
退
予
備
軍
に
つ
い

て
の
状
況
の
確
認
と
、
中
退
し
て
し
ま
う
要
因
等
に
つ

い
て
聞
き
取
り
を
実
施
。

・ 

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
の
ち
、
各
校
の
担
当
の
先
生
と
協
議
の

上
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
作
成
。

・ 

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
基
に
、
教
員
向
け
研
修
会
の
実

施
、
定
期
的
な
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ズ
、
生
徒
と
の
個
別
相

談
を
実
施
。

・ 

必
要
に
応
じ
て
、
I
C
T
を
活
用
し
た
支
援
が
実
施
で

き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

○
実
施
状
況
等
に
関
す
る
質
疑
応
答
（
抜
粋
）

Q
．高
卒
認
定
試
験
を
実
際
に
受
験
す
る
と
こ
ろ
ま
で
誘
導

す
る
の
は
困
難
を
伴
う
か
と
思
う
が
、
各
自
治
体
で
何
か

工
夫
し
て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
教
え
て
ほ
し
い
。

A
．モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
つ
た
め
に
は
、
声
掛
け
の
工
夫

や
、
食
事
の
提
供
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
学
習
に
向
け
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
生
徒
本
人
の

「
学
び
た
い
」
と
い
う
意
欲
を
大
切
に
し
な
が
ら
接
し
、
学

び
に
よ
り
次
の
扉
が
開
く
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
必
要
な

提
案
を
し
て
い
く
。

Q
．中
退
者
の
情
報
把
握
を
し
て
い
く
た
め
に
、
取
り
組
ま

れ
て
い
る
こ
と
、
工
夫
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
教
え
て
い
た

だ
き
た
い
。

A
．県
教
育
委
員
会
と
学
校
が
連
携
し
、
保
護
者
や
本
人

か
ら
の「
同
意
書
」や
、「
個
人
情
報
票
」を
提
出
し
て
い
た

だ
く
事
で
、
情
報
収
集
を
し
や
す
く
し
、
支
援
の
ア
プ
ロ
ー

チ
に
つ
な
げ
て
い
る
。

Q
．タ
ブ
レ
ッ
ト
学
習
の
導
入
状
況
に
つ
い
て
教
え
て
ほ

し
い

A
．L
I
N
E
を
学
習
支
援
に
活
用
し
て
い
る
。Y

ouT
ube

の
動
画
を
学
習
に
活
用
す
る
こ
と
も
あ
る
。

そ
の
ほ
か
にZoom

を
使
っ
て
学
習
を
す
る
こ
と
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
。

Q
．中
退
し
そ
う
な
生
徒
を
捕
捉
し
た
後
、
生
徒
本
人
が
事

業
を
利
用
し
て
く
れ
る
た
め
の
工
夫
を
教
え
て
ほ
し
い
。

A
．様
々
な
工
夫
を
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
一
番
効
果
が

あ
る
の
は
、「
相
談
に
来
て
ほ
し
い
」
で
は
な
く
、「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
人
手
が
足
り
な
い
か
ら
手
伝
っ
て
」
と
誘
う
や
り

方
。
生
徒
に
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
清
掃
作
業
な
ど

の
中
で
役
割
を
与
え
て
、
成
功
体
験
を
経
験
さ
せ
る
な
ど

様
々
な
関
わ
り
を
持
ち
な
が
ら
、
支
援
ス
タ
ッ
フ
と
生
徒
の

関
係
構
築
を
図
っ
た
上
で
、
生
徒
の
学
習
ニ
ー
ズ
を
丁
寧

に
拾
い
上
げ
、
支
援
に
繋
げ
て
い
る
。

○
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
支
援
促
進
事
業
の
今
後
に
つ
い
て

多
く
の
地
方
自
治
体
や
団
体
に
お
け
る
取
り
組
み
に

よ
っ
て
、
高
校
中
退
者
等
へ
の
支
援
体
制
の
構
築
が
図
ら

れ
、
支
援
内
容
も
充
実
し
て
き
ま
し
た
。
高
校
中
退
者
等

に
対
す
る
支
援
体
制
が
更
に
充
実
す
る
よ
う
引
き
続
き
地

方
自
治
体
等
へ
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

・各校からの情報提供

・子ども若者支援センターとの情報連携

①各校へのヒアリング・・・・社会教育課担当と志塾フリースクールで、公立高校２
校、私立高校２校、公立養護学校１校で実施。不登校や中退予備軍についての
状況の確認と、中退してしまう要因等について聞き取り。
②ヒアリングののち、各校の担当の先生と協議の上、アクションプランを作成した。
③アクションプランを基に、教員向け研修会の実施、定期的なスーパーバイズ、生
徒との個別相談を実施している。

（（益益田田市市））

・高校中退者等の学習環境をはじめとした環境の整備が不十分である。
・高校生世代の状況について把握ができておらず、対応についても仕組みが整っていないし、組織的な対応もできていない。
・公立２高校においても毎年１０名程度の高校中退者がいる。
・昨年度まで研究してきた、学校外での学びの評価についても活かしていきながら、高校中退者を生まない社会を目指したシステムの構築も進める。

１１．．取取組組をを実実施施ししたた背背景景（（解解決決すすべべきき地地域域のの課課題題・・目目的的））

・各校へのヒアリングを行政・NPO合同で実施。
・教育部局・福祉部局・子ども若者支援センター・志塾フリースクールでの
情報共有の場を設けている。

５５．．対対象象者者へへのの広広報報・・周周知知のの方方法法(利利用用者者のの集集めめたた方方法法））

２２．．実実施施内内容容

・学習支援・・・高校１年生１名、週２回

・個別相談・・・高校１年生１名、２年生１名

・各高校が不登校及び中退予備軍について相談できたり対応を一緒に考
えられる体制ができてきた。

・行政内での情報連携をはじめ、学校やNPOとの連携など、組織を越えた
連携が生まれてきた。それにより、不登校や中退者への支援の必要性が
高まっている。

・行政・子ども若者支援センター・志塾フリースクールの情報共有の迅速化
と、アウトリーチへの接続による支援対象者の捕捉

・事業対象生徒の保護者への支援が必要であり、勉強会の開催を検討し
ている。

・学校をはじめ、関係者の事業の理解向上と意識の向上

・不登校及び中退者の要因の分析、支援実施者や教員へのアンケート

７７．．課課題題・・今今後後のの展展開開

必要に応じて、ICTを活用した支援が実施できる体制を整えている。

３３．．ココロロナナ禍禍ににおおけけるる課課題題・・課課題題にに対対すするる対対応応方方法法
(ICTやや遠遠隔隔授授業業のの活活用用等等））

６６．．実実施施にによよりり得得らられれたた成成果果・・効効果果

４４．．対対象象者者のの捕捕捉捉ののたためめのの工工夫夫（（例例：：教教育育部部局局・・福福祉祉部部
局局のの情情報報連連携携、、アアウウトトリリーーチチ等等））

写真①

８８．．実実施施体体制制

写真①

未来の担い手育成コンソーシアム

セーフティネット会議

社会教育課

子ども・若者
支援センター

志塾フリー
スクール

対対象象者者

各高等学校

教育部局
福祉部局

セセーーフフ
テティィネネッットト
会会議議

情情報報
共共有有

学習等支援

再再委委託託

居場所事業
就労支援等

情報提供
対象者把握

○備考
・R2年度より益田市未来の担い手育成コンソーシアムが立ち上がり、そ
の中で当事業の周知も行った。コンソーシアムの仕組みが整ったことに
より、高校や養護学校との連携が強化されたことにより、対象者の把握
等も円滑に実施できている。
・子ども・若者支援センターと志塾フリースクールの官民協働の動きが
昨年度ごろから強くなったところに、当事業を実施していることから、そ
の協働の動きも活発になっている。
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